
鹿児島県出水市
広
報

人と自然が融和した　にぎわいある元気都市　出水市

2011（平成23年）
４主な内容

No. 73

世 帯 数 2 万 4，408
人　 口 5 万 5，958

男 2 万 6，220
女 2 万 9，738

出　 生 35
死　 亡 62
転　 入 92
転　 出 120

（３月 1 日現在 : 住民基本台帳）

（　）内は前月比

【特集】出水ブランドが誕生　　………………………２～３ 
あなたの住んでいる所の高さは？………………………６～７ 
下水道課が高尾野支所へ　　　　………………………８ 
ヤンバルトサカヤスデ……………………………………10

2012（平成24年）

（−18）
（−58）
（−25）
（−33）

（野田町上名の熊陳馬場にて３月10日撮影）

「春がほほえんだよ」
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出
水
ブ
ラ
ン
ド

「
い
ず
み
さ
ん
」
誕
生
！！

4 月 1 日
　
　
　
　
　
「
い
ず
み
さ
ん
」
っ
て
何
？

　

出
水
市
の
自
然
や
文
化
を
継
承
し
、
自
然
に
恵
ま
れ
た
出
水
市
の
特
産
品
で
あ
る
鶏
肉
や
柑

橘
類
等
の
食
材
を
活
用
し
た
商
品
や
出
水
市
内
で
製
造
さ
れ
た
商
品
等
で
、
出
水
市
の
地
域
活

性
化
に
繋
が
る
商
品
の
ブ
ラ
ン
ド
ネ
ー
ム
で
す
。

　

今
回
、
鶏
肉
を
中
心
と
し
た
グ
ル
メ
３
品
、
柑
橘
類
と
さ
つ
ま
芋
を
使
用
し
た
ス
イ
ー
ツ
３

品
を
「
い
ず
み
さ
ん
」
と
し
て
開
発
し
ま
し
た
。

　

地
元
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
新
し
い
味
を
、
あ
な
た
の
目
と
舌
で
ご
堪
能
く
だ
さ

い
。

　

今
後
は
、
８
月
頃
を
め
ど
に
グ
ル
メ
、
ス
イ
ー
ツ
と
も
取
扱
店
舗
の
募
集
を
行
い
、
ま
た
現

在
あ
る
特
産
品
の
中
で
も
一
定
の
基
準
を
満
た
し
た
商
品
だ
け
「
い
ず
み
さ
ん
」
に
認
定
す
る

認
定
事
業
を
行
う
予
定
で
す
。

し
ょ
う
が
ん
炊
き

　山田昌厳（出水第三代地頭）の歴史的な逸話※を元に、南
国元気鶏、赤鶏さつまなど全国生産第２位の出水のおいし
い鶏肉と、季節の新鮮な野菜を地元産の麦みそで仕立てた
コラーゲン・ビタミンたっぷりのおもてなし料理です。

食べられるお店
　居酒屋やはず【本町9−34 ☎62−2231】
　出水のおいしい台所　仲町食堂
　　　　　　　【本町12−8 ☎62−0336】

※鍋の中のカエル型に切られた具材は山田昌厳が地頭に着任した際に歓迎
の宴でふるまわれたカエルの入った吸い物の逸話にちなんだものです。

　地場産の鶏肉と、あえてシンプルなごぼうと人参を使用
した八幡巻きですが、そこへ出水産のみかんを加えること
でさっぱりとした酸味と爽やかな余韻を楽しめ、中の野菜
は出水で採れる旬の野菜を使用することで季節の味を楽し
めます。

食べられるお店
　居酒屋やはず【本町9−34 ☎62−2231】
　味処魚松【昭和町50−27 ☎62−0655】

出
水
ん
ま
か
巻

出
水
ん
ま
か
棒
三
姉
妹

　出水市の特産品である鶏肉や焼き海老、鹿児島県の特産
品である黒豚を生かしたさつま揚げで、中に入っている具
も地場産や鹿児島県産の食材にこだわった一品

食べられるお店
　居酒屋やはず【本町9−34 ☎62−2231】
　味処魚松【昭和町50−27 ☎62−0655】

ま
る
ご
と
出み

か

ん水

　農家の方々が一つ一つ丁寧に大切に生産されたみかんを
ほどよい甘さの餅生地と餡

あん

が味を引き立てます。

食べられるお店
　菓心いちしめ【米ノ津町7−16 ☎67−0185】
　菓匠泉菓園【上知識町722 ☎62−5508】
　菓匠田中【下鯖町464 ☎67−1237】
　バースディ【汐見町3 ☎67−0224】

チ
ョ
コ
っ
と
ね
っ
た
ぼ

　出水市の特産品である紅甘夏の皮をシロップ漬けにして、
中の生チョコと混ぜた新感覚のねったぼです。

食べられるお店
　菓匠田中【下鯖町464 ☎67−1237】
　菓匠泉菓園【上知識町722 ☎62−5508】
　菓心いちしめ【米ノ津町7−16 ☎67−0185】
　パン工房麦穂【緑町27−5 ☎62−0567】
　バースディ【汐見町3 ☎67−0224】

　鹿児島県の特産品であるさつま芋と出水市の特産品であ
る紅甘夏の皮を使用した餡

あん

を、出水産米粉が入ったクロワ
ッサン生地で包み込みました。
　
食べられるお店
　パン工房麦穂【緑町27−5 ☎62−0567】
　バースディ【汐見町3 ☎67−0224】

問い合わせ先
　出水商工会議所　☎62−1337

い
も
ク
ロ

（IM
O
C
LO
)
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市
で
は
、
平
成
18
年
に
策
定
し

ま
し
た
第
一
次
行
政
改
革
大
綱
お

よ
び
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
行
財

政
改
革
に
取
り
組
み
、
一
定
の
成

果
を
挙
げ
ま
し
た
が
、
引
き
続
き

行
財
政
改
革
へ
の
取
り
組
み
や
、

市
民
と
協
働
し
て
改
革
を
進
め
る

た
め
の
指
針
と
し
て
、
第
二
次
行

政
改
革
大
綱
お
よ
び
実
施
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
本
庁
市
民
相
談
室
、
高

尾
野
・
野
田
両
支
所
の
地
域
振
興

室
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
企
画
政
策
課
行
政
管
理
係

　
（
☎
�
４
０
３
７
）

第
二
次
行
政
改
革
大
綱

お
よ
び
実
施
計
画
を
策
定

　下水道事業の工事区域が主に高尾野地区であることや新庁舎建設により本庁舎の一部の課等は、高尾野支所
や野田支所等に一定期間移動する必要があることから、下水道課を４月１日から高尾野支所に移転します。
　また、下水道課が高尾野支所に移転することに伴い、市民の利便性を勘案して、高尾野支所内の課等の配置
を一部変更します。　

４月１日から下水道課が高尾野支所に移動

水
俣
病
被
害
者
救
済
の
給
付
申
請
受
け
付
け
は

７
月
31
日
ま
で

　

環
境
省
で
は
、
水
俣
病
被
害
者
救
済
の
給
付
申
請
受
付
を
平
成
24
年

７
月
31
日
で
締
め
切
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
給
付
申
請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
早
め
に
申
請
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
後
、
検
診
・
判
定
の
結
果
に
よ
り
該

当
す
る
方
は
給
付
が
あ
り
ま
す
。

　

申
請
書
類
は
、
本
庁
健
康
増
進
課
内
水
俣
病
相
談
窓
口
お
よ
び
に
各

支
所
市
民
福
祉
課
に
設
置
し
て
あ
り
ま
す
。

給
付
内
容

　

一
時
金
、
療
養
手
当
、
療
養
費
（
医
療
費
の
自
己
負
担
分
）

　
　
　

こ
ん
な
症
状
あ
り
ま
せ
ん
か
？

○
全
身
性
の
感
覚
障
害　

○
四
肢
末
梢
優
位
の
触
覚
ま
た
は
痛
覚
の
感

覚
障
害　

○
四
肢
末
梢
優
位
の
感
覚
障
害　

○
口
周
囲
の
触
覚
も
し
く

は
痛
覚
の
感
覚
障
害　

○
し
び
れ　

○
ふ
る
え　

○
カ
ラ
ス
曲
り
（
こ

む
ら
返
り
・
痙
攣
・
足
が
つ
る
）　

○
見
え
る
範
囲
が
狭
い　

○
は
っ
き

り
見
え
な
い　

○
耳
が
遠
い　

○
耳
鳴
り　

○
味
覚
・
臭
覚
の
異
常　

○

言
葉
を
正
確
に
発
せ
な
い　

○
つ
ま
づ
き
や
す
い　

○
め
ま
い　

○
立

ち
眩
み　

○
物
を
落
と
し
や
す
い　

○
ふ
ら
つ
く　

○
手
足
の
脱
力
感

※
亡
く
な
ら
れ
た
方
に
つ
い
て
の
受
け
付
け
も
行
っ
て
い
ま
す
。

（
過
去
の
認
定
審
査
会
の
提
出
資
料
そ
の
他
公
的
な
診
断
に
よ
る
資
料

が
あ
る
方
）

※
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※
県
外
に
お
住
ま
い
の
ご
家
族
、
ご
親
戚
の
方
に
も
ご
案
内
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

県
庁
環
境
林
務
課
（
☎
０
９
９

－

２
８
６

－

２
５
８
４
）

　

本
庁
健
康
増
進
課
内
水
俣
病
相
談
窓
口

　
（
☎
�
２
１
１
１　

内
線
１
７
３
）

常
勤
医
師
22
人
に

島
大
学
お
よ
び
福
岡
大
学
の
ご
協

力
に
よ
り
医
師
派
遣
が
決
定
し
、

４
月
か
ら
常
勤
医
師
が
６
人
増
え

22
人
体
制
で
診
療
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

「
他
の
医
療
機
関
に
対
し
て

高
額
な
医
療
機
器
や
病
床
を

共
同
利
用
す
る
体
制
が
整
備

さ
れ
て
い
る
こ
と
。」「
救
急

医
療
を
提
供
す
る
能
力
を
有

す
る
こ
と
。」な
ど
で
す
。

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

で
は
、「
地
域
完
結
型
医
療

に
お
け
る
基
幹
病
院
と
し
て

の
役
割
」を
基
本
方
針
の
ひ

と
つ
に
掲
げ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
基
本
方
針
に
沿
う
医
療

が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

今
回
、
県
知
事
か
ら
の
承
認

に
つ
な
が
っ
た
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
地
域
医
療
支
援
病

院
に
つ
い
て
は
、
診
療
報
酬

上
で
の
加
算
が
設
定
さ
れ
て

お
り
、
病
院
収
益
の
増
加
や

経
営
の
安
定
化
に
つ
な
が
る

も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
�
１
６
１
１
）

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、

こ
れ
ま
で
内
科
系
の
医
師
が
不
足

し
て
い
ま
し
た
こ
と
か
ら
、
地
域

の
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
心
配
を
お

か
け
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
鹿
児

　

ま
た
、
血
液
内
科
と
呼
吸
器
内

科
で
は
、
新
た
な
非
常
勤
医
師
の

招
へ
い
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
は
、
総
合
内
科
を
新
設

し
て
内
科
診
療
の
強
化
を
図
り
、

地
域
の
皆
さ
ま
が
安
心
し
て
医
療

を
受
け
ら
れ
る
体
制
を
整
え
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
新
設
の
診
療
科
の
４

月
か
ら
の
診
療
体
制
は
次
の
と
お

り
で
す（
い
ず
れ
も
祝
・
祭
日
、

年
末
年
始
を
除
き
ま
す
）。

【
消
化
器
内
科
】

　

鹿
児
島
大
学
よ
り
嵜
山
敏
男
准

　

教
授
を
含
め
４
人
を
招
へ
い

　

診
療
日
：
月
～
金
曜
日

【
腎
臓
内
科
】

　

鹿
児
島
大
学
よ
り
１
人
を
招
へ

　

い

　

診
療
日
：
水
曜
日

【
循
環
器
内
科
】

　

福
岡
大
学
よ
り
１
人
を
招
へ
い

　

し
、
２
人
体
制
で
の
診
療

　

診
療
日
：
月
～
金
曜
日

【
血
液
内
科
】

　

診
療
日
：
水
曜
日

【
呼
吸
器
内
科
】

　

診
療
日
：
火
、
木
曜
日

【
総
合
内
科
】

　

診
療
日
：
月
～
金
曜
日

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
�
１
６
１
１
）

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

は
、
２
月
16
日
付
け
で
県
知

事
よ
り
医
療
法
に
基
づ
く
地

域
医
療
支
援
病
院
の
承
認
を

受
け
ま
し
た
。
鹿
児
島
県
内

で
は
13
カ
所
目
に
な
り
ま
す
。

　

地
域
医
療
支
援
病
院
は
、

地
域
で
必
要
な
医
療
を
確
保

し
、
地
域
の
医
療
機
関
の
連

携
等
を
図
る
観
点
か
ら
創
設

さ
れ
た
制
度
で
す
。
紹
介
患

者
さ
ま
に
対
す
る
医
療
提
供

や
医
療
機
器
等
の
共
同
利
用

を
通
じ
て
か
か
り
つ
け
医
等

の
支
援
を
行
い
、
地
域
の
医

療
機
関
に
よ
っ
て
詳
し
い
検

査
や
専
門
的
な
医
療
が
必
要

と
判
断
さ
れ
た
患
者
さ
ま
に

対
し
、
適
切
な
医
療
を
提
供

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

承
認
条
件
は
、「
他
の
医

療
機
関
か
ら
の
紹
介
率
お
よ

び
逆
紹
介
率
が
一
定
比
率
以

上
あ
る
こ
と
。」

医 療 セ ン タ ー
地 域 医 療 支 援 病 院 に

医
療
セ
ン
タ
ー



広報いずみ 2012（平成 24 年）４月 10広報いずみ 2012（平成 24 年）４月11

極
力
避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
止
む
を
得
ず
持
ち
出
す
場
合

は
、
株
も
と
・
根
回
り
の
土
壌
に

ジ
ョ
ロ
等
を
用
い
て
薬
剤
を
十
分

に
注
ぎ
込
み
ま
し
ょ
う
。

⚠
堆
肥
、
敷
き
わ
ら
、
茅
、
芋
づ

る
等
や
土
木
工
事
等
に
伴
う
土
砂

等
を
生
息
地
か
ら
搬
出
す
る
場
合

も
、
搬
出
現
場
で
薬
剤
処
理
や
薫

蒸
処
理
を
し
ま
し
ょ
う
。

環
境
整
備

　

ヤ
ス
デ
は
、
餌
と
な
る
落
ち
葉

な
ど
の
あ
る
と
こ
ろ
や
、
日
当
た

り
の
悪
い
湿
気
の
あ
る
場
所
を
好

む
た
め
、
ヤ
ス
デ
の
生
息
し
に
く

い
環
境
づ
く
り
を
地
域
で
一
体
と

な
っ
て
繰
り
返
し
実
施
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

⚠
土
手
の
草
払
い
や
下
草
刈
り
を

徹
底
し
、
日
当
た
り
を
良
く
し
、

暗
く
湿
っ
た
場
所
を
つ
く
ら
な

い
。

⚠
側
溝
は
、
周
辺
も
含
め
て
清
掃

を
徹
底
し
、
ヤ
ス
デ
が
入
り
込
ま

な
い
よ
う
に
し
て
雨
水
に
よ
る
移

動
を
抑
制
し
ま
し
ょ
う
。

駆
除
方
法

⚠
大
量
に
発
生
し
た
ヤ
ス
デ
は
、

ほ
う
き
等
で
か
き
集
め
て
ビ
ニ
ー

ル
袋
に
入
れ
て
、
口
を
閉
じ
た
状

態
で
直
射
日
光
に
当
て
る
と
死
に

ま
す
。

⚠
完
全
に
駆
除
し
た
ら
、
ビ
ニ
ー

ル
袋
を
必
ず
密
閉
し
て
「
燃
や
せ

る
ご
み
」
と
し
て
処
分
し
て
く
だ

さ
い
。

ヤ
ン
バ
ル
ト
サ
カ
ヤ
ス
デ
を
ご
存
知
で
す
か
？

⚠
バ
ー
ナ
ー
や
熱
湯
等
で
の
駆
除

は
、
刺
激
を
受
け
た
ヤ
ス
デ
か
ら

ガ
ス
が
放
出
さ
れ
、
嘔
吐
や
下
痢

等
の
症
状
が
出
た
り
す
る
の
で
や

め
ま
し
ょ
う
。

⚠
家
屋
に
浸
入
す
る
場
合
は
、
家

屋
侵
入
防
止
用
駆
除
剤
を
家
の
周

り
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

家
屋
侵
入
防
止
用
駆
除
剤
の
購
入

助
成

　

ヤ
ス
デ
は
、
薬
剤
に
弱
く
、
市

販
の
殺
虫
剤
で
も
駆
除
で
き
ま
す

が
、
大
量
発
生
と
な
る
と
経
済
的

な
負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
、
家
屋
等
へ
の
侵
入
防
止
の

た
め
に
購
入
す
る
駆
除
剤
（
コ
イ

レ
ッ
ト
）
に
つ
い
て
は
、
４
月
か

ら
購
入
費
の
２
分
の
１
を
助
成
し

ま
す
。
駆
除
剤
の
購
入
助
成
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
本
庁
市
民
生
活

課
生
活
環
境
係
、
高
尾
野
支
所
、

野
田
支
所
お
よ
び
鹿
児
島
い
ず
み

農
協
に
備
え
て
あ
る
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
押
印
の
上
、
鹿

児
島
い
ず
み
農
協
で
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
申
請
に
つ
い
て

は
、
交
通
手
段
が
な
い
高
齢
者
な

ど
の
利
便
性
を
図
る
た
め
に
、
自

治
会
長
が
取
り
ま
と
め
て
申
請
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

コ
イ
レ
ッ
ト
の
使
用
方
法

　

奄
美
地
域
や
南
薩
地
域
で
発
生

し
て
い
た
ヤ
ン
バ
ル
ト
サ
カ
ヤ
ス

デ
が
、
平
成
22
年
に
高
尾
野
町
江

内
地
区
で
確
認
さ
れ
、
生
息
域
を

拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
ヤ
ン
バ
ル
ト
サ
カ
ヤ

ス
デ
の
生
態
や
駆
除
方
法
、
ま
ん

延
防
止
策
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

生
態

　

落
葉
が
堆
積
す
る
な
ど
有
機
質

に
富
ん
だ
日
当
た
り
の
悪
い
湿
っ

た
場
所
を
好
ん
で
生
息
し
、
昼
間

は
日
陰
に
潜
み
、
夜
間
に
活
動
し

ま
す
。

　

寿
命
は
１
年
程
度
で
、
ふ
化
直

後
の
幼
虫
期
は
乾
燥
に
非
常
に
弱

い
た
め
主
に
地
中
で
過
ご
し
ま
す

が
、
成
長
と
共
に
地
表
に
進
出
す

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

群
遊
の
時
期
と
し
て
は
、
年
２

回
あ
り
、
春
か
ら
初
夏
に
幼
虫
の

集
団
移
動
、
秋
か
ら
初
冬
に
成
虫

の
集
団
移
動
が
起
こ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

ま
ん
延
防
止
対
策

　

ヤ
ス
デ
の
ま
ん
延
は
、
生
息
地

域
か
ら
の
樹
木
等
の
移
植
の
際
に

土
や
堆
肥
な
ど
と
と
も
に
、
卵
や

幼
虫
が
人
為
的
に
運
ば
れ
る
こ
と

が
も
っ
と
も
大
き
な
原
因
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

⚠
生
息
地
域
か
ら
の
園
芸
樹
木
等

の
根
付
き
植
物
の
持
ち
出
し
は
、

　

ヤ
ス
デ
は
夜
間
に
活
動
し
ま
す

の
で
、
雨
が
降
ら
な
い
日
の
夕
方

か
ら
夜
間
の
散
布
が
効
果
的
で

す
。

⚠
家
屋
へ
の
侵
入
通
路
と
な
る
床

下
、
基
礎
の
周
囲
に
幅
１
㍍
程
度

の
帯
状
に
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

散
布
量
は
１
平
方
㍍
当
た
り
20
～

30
㌘
を
目
安
に
し
て
く
だ
さ
い
。

⚠
強
い
降
雨
が
あ
る
時
は
、
薬
剤

が
流
れ
て
し
ま
い
ま
す
の
で
、
散

布
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

⚠
舗
装
面
に
散
布
す
る
と
、
風
で

飛
散
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
で

き
る
だ
け
土
壌
面
に
散
布
し
て
く

だ
さ
い
。

⚠
９
月
か
ら
12
月
頃
ま
で
の
集
団

移
動
時
期
に
あ
わ
せ
て
散
布
す
る

と
特
に
効
果
的
で
す
。

⚠
コ
イ
レ
ッ
ト
の
残
効
果
期
間
は

約
２
週
間
で
す
。
連
続
散
布
を
行

う
場
合
は
２
週
間
空
け
て
か
ら
散

布
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　
（
☎
�
４
０
４
２
）

　

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
市
民

　

生
活
グ
ル
ー
プ

　
（
☎
�
５
４
１
６
）

　

野
田
支
所
市
民
福
祉
課
市
民
生

　

活
グ
ル
ー
プ

　
（
☎
�
４
８
１
３
）

ヤンバルトサカヤスデとは
　台湾からの外来種で沖縄・奄美などを経て、県本土に入ってきました。在来種の
ヤスデは黒褐色で体長約２㌢ですが、ヤンバルトサカヤスデは黄褐色から茶褐色で、
体長が 2.5 ～ 3.5㌢と大きいのが特徴です。また、繁殖力が強いため異常発生を繰
り返して、生息範囲を拡大していきます。
　元来ヤスデ類は、身近に棲む土壌生物の一員で有機物を分解する有益な虫です。
また、農作物に被害を与えたり、人に害を及ぼしたりすることはありません。とこ
ろがこの虫が大量に発生し移動する時期（群遊期）になると、ブロック塀や家の壁
一面にびっしり張り付いたり、家屋の中に侵入すること、踏んだり熱湯をかけたり
すると異臭を放つことから、非常に強い不快を与えるため「不快害虫」と呼ばれて
います。

　

劇
団
ど
く
ん
ご
は
、
出
水
市
の

上
場
に
拠
点
を
置
き
、
全
国
を
回

っ
て
い
る
劇
団
で
、
野
外
テ
ン
ト

劇
場
を
公
園
・
駐
車
場
等
に
設
営

し
て
演
劇
を
行
っ
て
い
ま
す
。
通

常
の
演
劇
と
違
っ
た
雰
囲
気
と
野

外
演
劇
の
魅
力
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

日
　
時

　

４
月
28
日
（
土
）

催
　
　
　
し

催
　
　
　
し

　

午
後
６
時
30
分
開
場

　

同
７
時
開
演

場
　
所

　

市
文
化
会
館
駐
車
場

入
場
料

○
一
般　

２
５
０
０
円

　
（
当
日
２
８
０
０
円
）

○
中
高
生　

１
３
０
０
円

　
（
当
日
同
額
）

○
小
学
生
以
下　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

　

市
中
央
公
民
館

　
（
☎
�
２
１
０
６
）

　

出
水
市
文
化
協
会
美
術
工
芸
部

で
は
、
絵
画
・
水
墨
画
・
写
真
・

陶
芸
・
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
の
合
同

作
品
展
示
発
表
会
と
し
て
第
１
回

美
術
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

ま
た
、
美
術
展
で
は
、
各
部
門

の
会
員
に
よ
る
グ
ル
ー
プ
紹
介
、

入
会
案
内
や
作
品
の
作
成
指
導
な

ど
も
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　

４
月
28
日
（
土
）・
同
29
日
（
日
）

　

両
日
午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
28
日
は
「
ふ
れ
あ
い
市
」
と
同

劇
団
ど
く
ん
ご
出
水
講
演

市
文
化
協
会
美
術
工
芸
部

第
１
回
美
術
展

出水市青年の家　春の自然まつり
「第１０回チャレンジ・ラリー」

～家族チーム大歓迎！新緑の市民の森でレッツ・チャレンジ !! ～

　『チャレンジ・ラリー』は、市民の森で地図とコンパスを頼りにチャレンジ
ポイントを探し出し、素朴な遊びや楽しいゲームで得点を競う野外活動です。
　緑豊かな市民の森で家族や仲間とゲームを楽しみながら、心も体もリフレッ
シュしませんか。
日　　時　
　４月２９日（日・昭和の日）
　午前９時～午後３時（午前８時３０分受け付け開始）
場　　所　青年の家および市民の森
※小雨決行。荒天の場合は、青年の家本館、小原山体育館内で実施します。
ゲーム内容　「的入れカーリング」や「サイコロ投げ」など楽しいゲームがい

っぱい。ポイント１０カ所を回る『どきどきコース』と７カ所を回る幼児も
一緒に楽しめる『わくわくコース』があります。

対　　象　３～５人でチームを作ればどなたでも参加できます。ただし、小学
　３年生以下は保護者同伴とします。
定　　員　先着７０チーム（３００人程度）
参 加 費　１人１００円
持ってくる物　野外活動ができる服装、タオル、弁当、飲み物
申込方法　４月２０日までに青年の家に電話、ＦＡＸまたは電子メールでお申

し込みください。申し込みの際は、希望のコース、参加者全員の氏名、性別、
学校・学年（大人と幼児は年齢）、住所、電話番号をお知らせください。

申込・問い合わせ先　
　青年の家（☎ 63 − 2135　FAX62 − 9417）
　電子メール：seinen_c@city.izumi.kagoshima.jp）

　

時
開
催
し
ま
す
。

場
　
所　

出
水
公
会
堂

入
場
料　

無　

料

問
い
合
わ
せ
先

　

市
中
央
公
民
館
内
出
水
市
文
化

　

協
会
事
務
局

　
（
☎
�
２
１
１
１
）

　

内
線
８
０
７
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技
術
・
経
験
を
生
か
し
て
、
開

発
途
上
国
の
人
々
と
相
互
理
解
を

図
り
な
が
ら
、
彼
ら
の
自
助
努
力

を
促
進
さ
せ
る
形
で
協
力
活
動
を

　

薩
摩
の
３
大
関
所
の
中
で
、
最

も
監
視
の
厳
し
い
と
い
わ
れ
て
い

た
野
間
之
関
所
を
ス
タ
ー
ト
し
、

み
か
ん
の
花
の
香
り
の
中
、
薩
摩

街
道
、
み
か
ん
畑
を
散
策
し
ま
せ

ん
か
！

　

関
所
で
は
「
わ
た
あ
め
」「
ポ

ン
菓
子
」「
金
魚
す
く
い
」「
ボ
ン

ボ
ン
釣
り
」
な
ど
楽
し
い
催
し
も

あ
り
ま
す
。

日

　時　

４
月
29
日
（
日
）

※
雨
天
決
行

　

午
前
９
時
受
け
付
け
開
始

　

同
10
時
出
発

場

　所　

野
間
之
関
跡

※
車
で
来
ら
れ
る
方
は
、
加
紫
久

利
公
園
の
駐
車
場
（
徒
歩
約
８

分
）、
米
ノ
津
運
動
公
園
の
駐

車
場
（
徒
歩
約
10
分
）
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
お
れ
ん
じ
鉄
道

利
用
者
は
、
米
ノ
津
駅
下
車
徒

歩
約
10
分

コ
ー
ス

　

野
間
之
関
所
→
孫
山
農
園
→
野

　

間
之
関
所
（
約
６
㌔
）

※
コ
ー
ス
途
中
に
飲
み
物
等
を
、

ゴ
ー
ル
地
点
に
は
、
う
ど
ん
、

み
か
ん
等
を
準
備
し
ま
す
。

定

　員　

先
着
５
０
０
人

参
加
費

○
一
般　

１
０
０
０
円

○
中
学
生
以
下　

５
０
０
円

第
４
回
野
間
之
関
所
ま
つ
り

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

※
保
険
料
・
手
土
産
料
・
う
ど
ん

　

代
ほ
か
を
含
む

申
込
締
切　

４
月
26
日
（
木
）

申
込
方
法　

参
加
申
込
書
に
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
上
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
参
加
費
は
、
当
日
受
け
付

け
時
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

申
込
先

○
須
賀　

重
則

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
２
４
６
９
）

　

〒
８
９
９
―
０
１
２
３

　

出
水
市
下
鯖
町
２
５
９
４

○
大
迫　

良
樹

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
２
４
７
２
）

　

〒
８
９
９
―
０
１
２
３

　

出
水
市
下
鯖
町
２
０
７
９

○
大
内
山　

裕

　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
�
３
５
０
８
）　

　

〒
８
９
９
―
０
１
２
３

　

出
水
市
下
鯖
町
２
０
０
１

問
い
合
わ
せ
先

○
本
庁
観
光
交
流
課

　
（
☎
�
４
０
６
１
）

○
野
中　

政
巳　

　
（
☎
�
１
６
３
４
）

○
岩
下　

努

　
（
☎
�
４
２
７
７
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
7.ocn.ne.jp/

～

　
sekisyo1

募

　
　
　集

募

　
　
　集

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
青
年
海
外
協
力

隊
・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集

展
開
し
て
い
く
青
年
海
外
協
力

隊
・
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
県
内
で
も

次
の
と
お
り
体
験
談
・
説
明
会
を

開
催
し
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ
る

方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
、
参
加
し
や
す

い
環
境
作
り
の
た
め
に
、
企
業
や

官
庁
な
ど
関
係
各
方
面
に
対
し

て
、
所
属
先
に
身
分
を
残
し
た
ま

ま
参
加
す
る
「
現
職
参
加
」
促
進

の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

採
用
人
員　

１
人

任
用
期
間　

６
月
１
日
～
平
成
25

　

年
３
月
31
日

勤
務
日
・
勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

職
務
内
容

契
約
ト
ラ
ブ
ル
や
多
重
債
務
等

の
相
談
な
ど
（
消
費
者
安
全
法

第
８
条
第
２
項
に
定
め
る
事

項
）

受
験
資
格

○
消
費
生
活
専
門
相
談
員（
国
民

生
活
セ
ン
タ
ー
認
定
）な
ど
資

格
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
が
、

消
費
者
契
約
法
・
特
定
商
取
引

法
等
の
関
連
法
に
詳
し
い
こ
と
。

○
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的
な
操
作
が

　

可
能
で
あ
る
こ
と
。

申
込
受
付
期
間

　

４
月
10
日（
火
）～
同
27
日（
金
）

申
込
方
法

履
歴
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て

本
庁
市
民
生
活
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

選
考
方
法

　

書
類
審
査
お
よ
び
面
接
試
験
の

　

日
時
、
場
所
に
つ
い
て
は
、
申

　

込
者
に
直
接
連
絡
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

　
（
☎
�
４
０
４
２
）

　

出
水
市
少
年
少
女
合
唱
団
は
、

子
ど
も
た
ち
に
芸
術
文
化
活
動
に

親
し
む
機
会
を
与
え
、
音
楽
を
愛

す
る
心
を
培
い
、
心
豊
か
な
人
間

を
育
成
す
る
と
と
も
に
、
音
楽
水

準
の
向
上
と
芸
術
文
化
の
振
興
を

図
る
目
的
で
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

音
楽
や
歌
が
好
き
な
あ
な
た
、

合
唱
団
で
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん

か
。

対
象
者　

　

市
内
に
居
住
し
て
い
る
小
学
３

　

年
生
か
ら
高
校
３
年
生
ま
で
の

　

児
童
お
よ
び
生
徒
。

練

　習　
原
則
と
し
て
、
第
３
土
曜
日
を

除
く
土
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら

正
午
ま
で
、
中
央
公
民
館
ま
た

は
音
楽
ホ
ー
ル
で
、
音
楽
教
育

の
経
験
の
あ
る
指
導
者
の
も

と
、
４
人
の
指
導
体
制
で
行
い

ま
す
。

○
２
月
に
行
わ
れ
る
定
期
演
奏
会

　

の
ほ
か
に
県
合
唱
祭
な
ど
に
出

　

演
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

○
団
員
に
は
、
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を
貸

　

与
し
ま
す
。

年
会
費　

　

年
間
２
千
円
の
育
成
会
費
と
月

　

々
千
円
の
団
費

申
込
期
限　

４
月
13
日
（
金
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

消
費
生
活
相
談
員
（
非
常
勤

特
別
職
）
を
募
集

出
水
市
少
年
少
女
合
唱
団
の

新
入
団
員
を
募
集

　

市
中
央
公
民
館
内
生
涯
学
習
課

　
（
☎
�
２
１
１
１
）

　

内
線
８
０
５

あなたも高齢者大学で学びませんか
出水人生大学・高尾野鶴亀大学・野田高齢者大学

　市内にお住まいであれば、いずれの高齢者大学にもお申し込みいただけます。ただし、
定員の関係でご希望に添えない場合があります。また、募集期間を過ぎた場合の申し込み
も可能ですのでご連絡ください。

青年海外協力隊 シニア海外ボランティア

応募資格 満20歳から満39歳までの日本国籍を持つ方
〔2012年５月14日現在〕

満40歳から満69歳までの日本国籍を持つ方
〔2012年５月14日現在〕

派遣期間 １年間または２年間（青年海外協力隊は単身赴任）

派遣国 アジア、アフリカ、中南米、大洋州、中近東、計約80カ国（シニア海外は約50カ国）

募集分野
農林水産、加工、保守操作、土木建築、保健衛
生、教育文化、スポーツ、計画・行政の８部門、
約120職種

計画･行政、公共･公益事業、農林水産、鉱工
業、エネルギー、商業･観光、人的資源、保健･
医療、社会福祉、その他（渉外促進、日本語教
育、有資格登録）

待遇等 JICAの規程に基づき、往復旅費、現地生活費、住居費、国内手当（65歳未満）等を支給

募集人数 約600人　※派遣国の状況により変化 約200人　※派遣国の状況により変化

募集期間 ４月１日（日）～５月14日（月）〔消印有効〕

体験談
・

説明会

４月８日（日）午後２時
かごしま県民交流センター
４月27日（金）午後６時30分
鹿児島市勤労者交流センター 

４月８日（日）午後２時
かごしま県民交流センター

問い合わせ先 JICAデスク鹿児島（（財）鹿児島県国際交流協会）（☎099-221-6624）
ホームページ　http://www.jica.go.jp

対　　象 原則として市内に居住する６５歳以上の方

名　　称 出水人生大学 高尾野鶴亀大学 野田高齢者大学

開講日 原則として毎月 20 日 原則として毎月第３木曜日
原則として毎月 20 日前後の金曜日

ただし趣味コースは別日程。
コースにより月１～２回開講。

開講期間 ４月～３月 ４月～３月 ５月～２月

開講場所 出水市老人福祉センターほか 高尾野農村環境改善センターほか 野田農村環境改善センターほか

開講式 ４月 20 日（金） ４月 19 日（木） ５月 18 日（金）

開講時間

内容予定

①午前９時 30 分～正午 ･･･ 全体学習
（歌、映画鑑賞、講話等）

①午前９時～同 10 時 20 分
　　　　　　　　･･･ 全体学習

（歌、映画鑑賞、講話等）

○午前 9 時～同 11 時 30 分
　　　　　　　　　　･･･ 全体会

（歌、映画鑑賞、講話等）

②午後１時～同３時 ･･･ 趣味学習 ②午前 10 時 30 分～同 11 時 50 分
　　　　　　　　･･･ クラブ活動

○午前９時～正午
　　　　　　　　　･･･ 趣味コース

園芸、舞踊、陶芸、三味線、書道、
短歌、詩吟、大正琴、手芸、水墨、
カラオケ

書道、レクダンス、グラウンド・
ゴルフ、生活クラブ、舞踊
※江内学級は生花クラブ活動の
み、江内カントリーコアで毎月
第３金曜日午前 10 時～同 11 時
30 分に開講します。

園芸、民踊、書道、短歌、大正琴、
料理、カラオケ、手芸
※趣味コースに申し込みをされ
る方は、野田高齢者大学全体会
にも必ず加入してください。
全体会では話や体を動かした体
操など、介護予防教室もありま
す。

募集期限 ４月 13 日（金） ４月 13 日（金） ４月 23 日（月）

申込先 市中央公民館内生涯学習課 高尾野教育支所生涯学習室 野田教育支所生涯学習室

申込電話番号 ☎ 63-2111（内線 801） ☎ 63-2111（内線 475） ☎ 84-2026



広報いずみ 2012（平成 24 年）４月 14広報いずみ 2012（平成 24 年）４月15

車
検
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
の
納
税
証

明
書
で
も
車
検
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。（
現
金
で
納
付
さ
れ

た
場
合
の
み
で
、
口
座
引
落
し
の

方
は
除
く
）

５
月
に
車
検
を
受
け
ら
れ
る
方
へ

　

平
成
24
年
度
の
納
税
証
明
書
が

必
要
で
す
。
口
座
引
き
落
と
し
の

方
の
納
税
証
明
書
の
発
送
は
、
５

月
中
旬
以
降
の
予
定
で
す
。

　

な
お
、
５
月
上
旬
に
車
検
を
受

け
る
方
で
、
納
税
証
明
書
が
必
要

な
方
は
、
引
き
落
と
さ
れ
た
通
帳

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

本
庁
税
務
課
課
税
係

（
☎
�
４
０
３
１
）

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
税
務

グ
ル
ー
プ
（
☎
�
５
４
０
６
）

野
田
支
所
市
民
福
祉
課
税
務
グ

ル
ー
プ
（
☎
�
４
８
１
２
）

　

４
月
１
日
現
在
で
軽
自
動
車
等

を
所
有
さ
れ
て
い
る
方
に
対
し
、

納
税
通
知
書
を
４
月
中
旬
に
送
付

（
郵
送
）
し
ま
す
の
で
、
５
月
１

日
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
身
体
障
害
者
等
を
対
象

と
し
た
軽
自
動
車
税
の
免
除
申
請

に
つ
い
て
は
、平
成
23
年
度
か
ら
、

一
度
申
請
を
さ
れ
る
と
翌
年
度
以

降
申
請
を
す
る
必
要
が
な
く
な
り

ま
し
た
。
な
お
、
平
成
23
年
度
の

軽
自
動
車
税
の
免
除
を
受
け
て
い

る
方
に
対
し
て
は
、
平
成
24
年
度

の
納
税
通
知
書
は
送
付
さ
れ
ま
せ

ん
。
免
除
申
請
は
、
本
庁
お
よ
び

各
支
所
で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
が
、
平
成
24
年
度
の
免
除
申
請

受
け
付
け
は
、
４
月
24
日
ま
で
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

免
除
申
請
に
必
要
な
も
の

○
障
害
者
手
帳
等

○
車
検
証

○
運
転
免
許
証

○
納
税
通
知
書

○
印
鑑

４
月
に
車
検
を
受
け
ら
れ
る
方
へ

　

平
成
23
年
度
の
納
税
証
明
書
で

　

病
気
の
予
防
や
健
康
づ
く
り
の

た
め
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
健
康
手
帳
、
健
（
検
）
診
結

果
票
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

受
付
時
間　

募
　
　
　
集

相
　
　
　
談

定
例
健
康
相
談
を
実
施

　

午
前
９
時
30
分
～
同
11
時

内
　
容　

血
圧
測
定
、
検
尿
、
体
脂
肪
測

定
、み
そ
汁
塩
分
濃
度
測
定（
み

そ
汁
を
１
０
０
ｃ
ｃ
程
度
お
持

ち
く
だ
さ
い
）、歯
科
相
談
（
★

の
歯
科
相
談
日
の
み
）

問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
�
２
１
４
３
）

※施設ごとの開催日※

交
通
事
故
巡
回
無
料
相
談
会

　

損
害
賠
償
交
渉
の
進
め
方
や
、

保
険
金
額
、
後
遺
症
の
不
安
な
ど

に
つ
い
て
、
交
通
事
故
全
般
の
ご

相
談
を
無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。

ま
た
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

電
話
に
よ
る
ご
相
談
も
お
受
け
し

て
い
ま
す
。

開
催
日　

４
月
15
日
（
日
）

※
以
後
、
原
則
と
し
て
毎
月
第
３

　

日
曜
日

時
　
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
　
所　

市
中
央
公
民
館

電
話
相
談
窓
口

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
交
通
事
故
被
害
者

　

救
済
推
進
協
会
出
水
会
場
担
当

　
（
☎
�
２
０
２
９
）

問
い
合
わ
せ
先　

　

本
庁
総
務
課
安
全
安
心
推
進
室

　
（
☎
�
０
１
６
３
）

　

出
水
麓
伝
統
的
建
造
物
群
保
存

地
区
の
メ
イ
ン
通
り
で
あ
り
、
市

の
景
観
重
要
公
共
施
設
で
も
あ
る

市
道
栄
町
竪
馬
場
線
（
竪
馬
場
通

り
）
の
公
開
武
家
屋
敷
「
旧
竹
添

邸
」
か
ら
出
水
保
育
園
ま
で
の
延

長
３
０
０
㍍
を
、裏
配
線
方
式（
表

通
り
の
無
電
柱
化
を
行
う
た
め
、

裏
通
り
等
へ
電
柱
、
電
線
等
を
移

設
す
る
方
式
）
に
よ
り
無
電
柱
化

し
ま
し
た
。
竪
馬
場
通
り
の
沿
道

の
電
柱
や
電
線
が
通
り
沿
い
か
ら

お
知
ら
せ

出
水
麓
伝
建
地
区

竪
馬
場
通
り
が
無
電
柱

化
で
す
っ
き
り
！

無
く
な
り
、
武
家
屋
敷
群
の
歴
史

的
な
景
観
が
向
上
し
、
観
光
振
興

に
大
き
く
寄
与
す
る
効
果
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

写真Ｄ
写真Ｃ

施行前

施行後

４
月
は
軽
自
動
車
税
の
納
付

月
で
す

出水保健センター 米ノ津公会堂 温泉センターもみじ 江内カントリーコア 野田支所市民相談室

第２水曜日 第３木曜日 第４火曜日 第２木曜日 第３火曜日

4月11日 4月19日 4月24日 4月12日 ★歯科 4月17日

5月９日 5月17日 5月22日 ★歯科 5月10日 5月15日

6月13日 ★歯科 6月21日 6月26日 6月14日 6月19日 ★歯科

7月11日 7月19日 ★歯科 7月24日 7月12日 7月17日

8月８日 8月16日 8月28日 8月９日 8月21日

9月12日 9月20日 9月25日 9月13日 9月18日

平成２４年度の出水市農作業賃金等標準額が決定
この金額は目安です。農地の条件等に合わせ双方で適正な額の話し合いをお願いします。

【一般作業】

作　業　名　等 単位 標 準 額（円） 備　　　考

農　作　業
重　労　働 ８時間 5,500

 
軽　労　働 ８時間 5,200

【機械作業】

作　業　名　等 単位 標 準 額（円） 備　　　考

水　　田　　耕 １０ａ
6,000 　平耕起１回につき

8,000 　荒しろから仕上げしろまで

機　械　田　植 １０a
7,500 　同 時 施 肥

6,500 　施 肥 な し

水　稲　育　苗 １箱
580 　受け取り

630 　配　達　込

バ　イ　ン　ダー １０a 9,000 　ひ も 機 械 持 ち

コ　ン　バ　イ　ン １０a 13,000〜16,000
　刈 取 り の み

運搬については双方の話し合いによる

脱 穀 作 業 （水 稲） １袋 350 　コンバイン袋

畑  耕  う  ん １０ａ 6,000

甘 藷 つ る 切 り １０ａ 4,000

甘 藷 機 械 堀 り １０ａ 4,500

マ ル チ ャ ー １０ａ 7,500 　う ね 立 兼 用

サ ブ ソ イ ラ ー １０ａ 4,000

パ ワ ー デ ィ ス ク １０ａ 5,000

堆  肥  散  布 １０ａ 5,500 牛 堆 肥 散 布 ま で（２ｔ積散布車）

牧  草  梱  包 １０ａ 6,000 　梱 包 の み （ひも機械持ち）

防 除 作業
粉 剤 １０ａ 2,000 　水 稲 を 基 準 と する

乳 剤 １０ａ 3,000 　薬 剤 は 委 託 者 持 ち

ア ク ス ル プ ラ ウ １０ａ 4,000

ライムソワー（肥料散布機） １０ａ 2,000

畦  塗  り １ｍ 片面　40〜50 地域性・水田等の条件により双方で加減する

バ レ イ シ ョ 掘 取 り １０ａ 4,500

＊地域性・水田の条件（湿田・搬入不便・未整備田等）により双方で加減する。　　　

＊倒伏田については、２割増以内とし、ほ場の状態により双方で加減する。　　　　　

＊１筆当たりの面積が５ａ未満の場合は５ａとし、１０ａ未満の場合は１０ａとする。

税
帳
簿
の
縦
覧
お
よ
び
税
台

帳
の
閲
覧

土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿
お
よ
び

　
　
　
　
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿

縦
覧
期
間

　

４
月
１
日
（
日
）
～
７
月
２
日

　
（
月
）

※
土
曜
日
、
日
曜
日
、　

祝
日
を

　

除
き
ま
す
。

縦
覧
時
間

手
数
料　

無　

料

※
申
請
書
お
よ
び
委
任
状
の
様
式

　

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

　

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

固
定
資
産
課
税
台
帳

　

閲
覧
時
間
お
よ
び
場
所
は
土
地

価
格
等
縦
覧
帳
簿
お
よ
び
家
屋
価

格
等
縦
覧
帳
簿
と
同
じ
で
す
。

※
４
月
１
日
か
ら
７
月
２
日
ま
で

は
閲
覧
手
数
料
は
無
料
で
す
が
、

  

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15

　

分　
縦
覧
場
所

  

本
庁
税
務
課
、
高
尾
野
支
所
お

　

よ
び
野
田
支
所
市
民
福
祉
課

縦
覧
で
き
る
人

○
市
内
の
固
定
資
産
税
の
納
付
者

○
市
内
の
固
定
資
産
税
の
納
付
者

　

の
委
任
を
受
け
た
人
（
委
任
状

　

が
必
要
）

※
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

コ
ピ
ー
さ
れ
る
方
は
１
枚
10
円
必

要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　

　

本
庁
税
務
課
固
定
資
産
税
係

　
（
☎
�
４
０
３
２
）

  

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
税
務

　

グ
ル
ー
プ
（
☎
�
５
４
０
６
）

  

野
田
支
所
市
民
福
祉
課
税
務
グ

　

ル
ー
プ
（
☎
�
４
８
１
２
）
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子
育
て
支
援
に
関
す
る
活
動
を

自
主
的
に
行
っ
て
い
る
子
育
て
支

援
グ
ル
ー
プ
・
団
体
等
に
対
し
、

地
域
の
子
育
て
支
援
の
輪
を
広

げ
、
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
に
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

　

補
助
対
象
グ
ル
ー
プ
と
な
る
た

め
に
は
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す

の
で
詳
し
い
内
容
や
、
交
付
申
請

の
方
法
等
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

子
育
て
支
援
グ
ル
ー
プ
の
活

動
を
支
援

介
護
予
防
に
取
り
組
み
ま

し
ょ
う

　
　外来診療においても入院と同様に医療費が高額になる場合がある

ため、これまで入院だけが対象になっていた「限度額適用認定証」、
「限度額適用・標準負担額減額認定証」が、４月１日から高額な外
来診療の場合も使えるようになります。
　なお、現在上記の認定証をお持ちの方はそのまま外来診療にも使
用できますので、手続きは不要です。
　１つの医療機関等で限度額を超える場合が対象となりますので、
複数の医療機関等を受診された場合はそれぞれ限度額までの支払い
となります。
　限度額認定証を提示されなかった場合は、今までどおりの申請の
上、高額療養費として後日支給されます。
　「限度額適用認定証」、「限度額適用・標準負担額減額認定証」の
発行を希望される方は「国民健康保険被保険者証」または「後期高
齢者医療被保険者証と印鑑」をお持ちの上、申請してください。
問い合わせ先　本庁健康増進課健康保険係（☎ 63 − 4041）

高額な外来診療費の支払い方法が変わります！

国民健康保険被保険者および後期高齢者医療被保険者

わ
せ
く
だ
さ
い
。

補
助
金
の
額

　

補
助
対
象
経
費
に
相
当
す
る
額

　
（
交
付
申
請
を
行
っ
た
日
か
ら

　

当
該
年
度
の
末
日
ま
で
の
分
）

　

以
内
の
額
と
し
、
１
グ
ル
ー
プ

　

に
つ
き
年
額
５
万
円
を
上
限
と

　

し
ま
す
。

　

ま
た
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い

　

て
補
助
し
ま
す
の
で
、
交
付
申

　

請
受
け
付
け
順
を
優
先
順
位
と

　

し
ま
す
。

交
付
申
請
受
付
期
間

　

４
月
９
日
（
月
）
～
５
月
31
日

　
（
木
）

化
さ
せ
な
い
よ
う
に
し
た
り
し

て
、
自
分
ら
し
い
生
活
を
維
持
し

て
い
く
こ
と
で
す
。
つ
ま
り
、
高

齢
者
に
な
っ
て
か
ら
、
病
気
に
な

っ
て
か
ら
始
め
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

は
介
護
予
防
の
第
一
歩
。

　
「
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
と

は
、
簡
単
な
質
問
に
答
え
る
こ
と

で
「
運
動
・
栄
養
・
口
腔
・
閉
じ

こ
も
り
・
認
知
症
・
う
つ
」
に
対

す
る
異
常
の
サ
イ
ン
を
早
期
に
発

見
し
、
予
防
や
治
療
に
取
り
組
も

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

本
市
で
は
、65
歳
以
上
の
方（
介

護
保
険
の
認
定
を
受
け
た
方
を
除

く
。）
に
、
毎
年
こ
の
「
基
本
チ

ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
実
施
し
て
い

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

　
（
☎
�
４
０
４
７
）

　　

毎
日
の
生
活
の
中
で
、「
や
っ

ぱ
り
健
康
が
一
番
」
と
口
に
し
た

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
「
介
護
予
防
」
と
は
、
高
齢
者

が
介
護
を
必
要
と
す
る
状
態
に
な

る
の
を
防
い
だ
り
、
た
と
え
介
護

が
必
要
に
な
っ
て
も
そ
れ
以
上
悪

ま
す
。
今
年
も
、
65
歳
か
ら
74
歳

ま
で
の
方
に
は
、
３
月
か
ら
４
月

に
か
け
て
自
治
会
を
通
じ
る
か
、

ま
た
は
郵
送
で
、
75
歳
以
上
の
方

に
は
、
長
寿
健
診
の
案
内
に
同
封

し
て
配
布
す
る
予
定
で
す
。
チ
ェ

ッ
ク
リ
ス
ト
の
結
果
に
応
じ
て
、

「
運
動
教
室
」
や
「
口
腔
・
栄
養

教
室
」
等
の
ご
案
内
も
し
ま
す
の

で
、
お
手
元
に
届
き
ま
し
た
ら
ご

提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

年
齢
に
関
係
な
く
、
今
日
か
ら

「
介
護
予
防
」
を
意
識
し
た
生
活

を
心
が
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先
　

　

出
水
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

　

ー
（
☎
�
２
４
７
７
・
☎
�
４

　

０
４
６
）

平成 24 年度健康づくり教室（ヘルシー教室）を開催

血管を若々しく～生活習慣病予防・改善のために～

　栄養や運動のことを楽しく学びましょう！
◆開催日および開催場所

　【出水会場】　　出水保健センター

　５月１日（火）・６月５日（火）・＊７月３日（火）

　【高尾野会場】　　高尾野健康管理センター

　５月 16 日（水）・６月 20 日（水）・＊７月 18 日（水）

　【野田会場】　　野田保健センター

　５月 11 日（金）・＊６月８日（金）・７月 13 日（金）
◆開催時間　午前 9 時 30 分～同 11 時 30 分

（＊の日は、調理実習のため午後１時終了）
◆受講料　　無　料

（ただし、調理実習時、材料代４００円

程度必要）
◆申込期限　4 月 20 日（金）
◆申込方法　電話でお申し込みください。
◆申込先　　出水保健センター　（☎ 63 − 2143）

　

児
童
扶
養
手
当
と
は
、
母
子
・

父
子
家
庭
の
子
ど
も
お
よ
び
父

（
ま
た
は
母
）
の
配
偶
者
が
法
に

定
め
る
一
定
の
障
害
の
状
態
に
あ

る
家
庭
の
子
ど
も
の
生
活
の
安
定

と
自
立
の
促
進
に
寄
与
し
、
加
え

て
子
ど
も
の
福
祉
の
増
進
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

受
給
資
格
者
（
こ
の
手
当
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
人
）

18
歳
（
18
歳
に
達
し
た
最
初
の

３
月
31
日
ま
で
）の
子
ど
も（
重

度
ま
た
は
中
度
の
障
害
が
あ
る

場
合
は
20
歳
未
満
）を
監
護
し
、

か
つ
、
生
計
を
同
じ
に
し
て
い

る
父
母
、
ま
た
は
父
母
に
代
わ

っ
て
そ
の
子
ど
も
を
養
育
し
て

い
る
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

（
具
体
的
に
は
、
離
婚
、
生
死

不
明
、
未
婚
の
母
の
懐
胎
な
ど

の
事
由
が
該
当
し
ま
す
。）

手
当
額
（
月
額
）

子
ど
も
の
人
数
や
同
居
し
て
い

る
家
族
の
所
得
額
等
に
よ
り
定

め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

支
給
額
等
の
詳
細
は
、
相
談
窓

口
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

支
給
月

　

手
当
の
支
給
月
は
、
４
月
、
８

　

月
お
よ
び
12
月
の
年
３
回
、
支

　

払
月
の
前
月
分
ま
で
を
お
支
払

　

い
し
ま
す
。

登
録
申
請
手
続
き

受
給
資
格
者
と
な
る
に
は
、
登

録
申
請
手
続
き
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

申
請
前
に
相
談
窓
口
に
相
談
の

上
、
必
要
書
類
を
提
出
さ
れ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
認
定
さ
れ
た
場
合
は
、

申
請
日
の
翌
月
分
か
ら
手
当
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

⚠
注
意

虚
偽
の
申
請
ま
た
は
届
出
等
に

よ
り
、
不
正
に
児
童
扶
養
手
当

を
受
給
し
た
場
合
は
、
児
童
扶

養
手
当
法
第
23
条
お
よ
び
第
35

条
の
規
定
に
よ
り
、
全
額
返
還

や
、
３
年
以
下
の
懲
役
ま
た
は

30
万
円
以
下
の
罰
則
に
処
せ
ら

れ
ま
す
。

相
談
窓
口

本
庁
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

⑥
番
窓
口

（
☎
�
４
０
４
７
）

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
健
康

福
祉
グ
ル
ー
プ

④
番
窓
口

（
☎
�
５
４
２
２
）

野
田
支
所
市
民
福
祉
課
健
康
福

祉
グ
ル
ー
プ

②
番
窓
口

（
☎
�
４
８
１
４
）

　

市
で
は
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
か
つ

少
子
化
対
策
の
一
つ
と
し
て
お
祝

い
金
を
贈
り
ま
す
。

対
象
者

３
子
以
上
を
出
産
し
養
育
し
て

い
る
方
で
、
本
市
に
住
所
を
１

年
以
上
有
す
る
方

支
給
時
期
お
よ
び
金
額

３
子
以
降
を
出
産
の
と
き
に

10
万
円
、
３
子
以
降
が
小
学
校

就
学
の
と
き
に
10
万
円

※
今
年
４
月
に
小
学
校
就
学
で
該

当
さ
れ
る
方
は
期
間
中
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
対
象
者
に
は

入
学
式
以
降
に
書
式
等
を
郵
送

し
ま
す
。

小
学
校
就
学
対
象
者
の
申
請
期
間

４
月
11
日（
水
）〜
同
27
日（
金
）

　
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

必
要
書
類
等

○
ツ
ル
の
里
子
宝
お
祝
い
金
支
給

　

申
請
書

○
納
税
に
関
す
る
証
明
書
（
本
庁

税
務
課
お
よ
び
各
支
所
市
民
福

祉
課
で
証
明
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。）

○
印
鑑

○
振
込
先
金
融
機
関
の
通
帳

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

　
（
☎
�
４
０
４
７
）

　

⑥
番
窓
口

児
童
扶
養
手
当
の
申
請
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

父
子
家
庭
も
対
象

ツ
ル
の
里
子
宝
祝
い
金

　

高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課
健
康

　

福
祉
グ
ル
ー
プ

　
（
☎
�
５
４
２
２
）

　

④
番
窓
口

　

野
田
支
所
市
民
福
祉
課

　
（
☎
�
４
８
１
４
）

　

②
番
窓
口

　　

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ

－

１
は
人
に
感
染
す

る
ウ
イ
ル
ス
の
一
種
で
、
Ａ
Ｔ
Ｌ

（
成
人
Ｔ
細
胞
白
血
病
）
や
Ｈ
Ａ

Ｍ（
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ

－

１
関
連
脊
髄
症
）

等
の
病
気
の
原
因
と
な
る
ウ
イ
ル

ス
で
す
。

　

こ
の
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
は
鹿
児

島
県
を
含
む
九
州
地
方
に
多
い
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ウ
イ
ル

ス
に
感
染
し
て
も
、
発
病
す
る
人

は
ほ
ん
の
一
部
で
す
。
ま
た
、
直

ち
に
発
症
す
る
わ
け
で
は
な
く
、

感
染
後
40
年
以
上
過
ぎ
た
方
か
ら

年
間
お
よ
そ
千
人
に
１
人
の
割
合

で
発
症
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
経
路

は
、
ウ
イ
ル
ス
を
持
っ
た
母
か
ら

子
へ
の
母
子
感
染
や
輸
血
に
よ
る

感
染
、性
行
為
感
染
が
あ
り
ま
す
。

　

県
で
は
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ

－

１
対
策
を

重
要
な
課
題
と
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
つ
い
て
は
、
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
健
康
増
進
課
保
健
予
防
係

　
（
☎
�
４
０
４
３
）

　

保
健
セ
ン
タ
ー　

　
（
☎
�
２
１
４
３
）

Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ
ー
１
（
ヒ
ト
Ｔ
細

胞
白
血
病
ウ
イ
ル
ス
１
型
）

を
ご
存
じ
で
す
か
？

－

１
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
出
水

保
健
所
（
☎
�
１
６
３
６
）
に
設

け
て
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
Ｈ
Ｔ
Ｌ
Ｖ

－

１
の
抗
体

検
査
な
ど
は
、
ど
の
医
療
機
関
で

も
で
き
ま
す
。
そ
の
他
県
内
の
専

門
医
療
機
関
で
も
相
談
で
き
ま
す
。

市内および周辺の専門医療機関

医療機関名 対応科 診療日 所在地 電話番号

出水総合医療センター 内科 月〜金 出水市 ☎ 67-1611

川内市医師会立市民病院 神経内科 月・水・金 薩摩川内市 ☎ 0996-22-1111

薩摩郡医師会病院
内科 月・火・木・金

さつま町 ☎ 0996-53-0326
神経内科 火・水・金

県立北薩病院
内科 月・水・木

伊佐市 ☎ 0995-22-8511
神経内科 月・水・木・金
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平
成
25
年
度
の
補
助
事
業
導
入

に
向
け
鹿
児
島
県
と
協
議
す
る
た

め
、
実
施
希
望
の
あ
る
方
は
、
本

庁
農
林
水
産
課
、
高
尾
野
支
所
産

業
建
設
課
、
野
田
支
所
産
業
建
設

課
に
参
考
資
料
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
農
林
水
産
課
農
業
振
興
係

　
（
☎
�
４
０
５
６
）

　

高
尾
野
支
所
産
業
建
設
課

　
（
☎
�
５
４
２
３
）

　

野
田
支
所
産
業
建
設
課

　
（
☎
�
４
８
１
６
）

補
助
事
業
案
内

鳥
獣
被
害
対
策事
業

（
国
補
助
事
業
）

事
業
内
容　

　

イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
用
電

　

気
柵
、
金
網
柵
の
設
置

事
業
主
体　

　

営
農
集
団
（
３
戸
以
上
）

補
助
率

○
直
営
施
工
の
場
合

　

資
材
費
へ
の
定
額
補
助

　
（
国
費
）
た
だ
し
、
上

　

限
あ
り

○
請
負
施
工
の
場
合

　

国
１
０
０
分
の
50
以
内

　

県
１
０
０
分
の
32
・
５

　

以
内

採
択
要
件

　

面
積
の
要
件
は
な
し

締
切
日　

６
月
29
日

参
考
資
料　

　

経
営
面
積
概
況
・
カ
タ

　

ロ
グ
・
見
積
書

農業・農村活性化推進施設等整備事業 
（県補助事業）

下記事業に共通する採択要件等
事業主体　営農集団（３戸以上）であること。
補助率　　事業費に対し県３分の１以内・市６分の１以内
締切日　　６月２９日
参考資料　経営面積概況・カタログ・見積書
産地づくり対策事業 （小規模土地基盤整備）

事業内容　樹園地内作業道整備（簡易コンクリート舗装工
　　　　　事）等

産地づくり対策事業 （栽培施設の整備）

事業内容　被覆栽培施設整備（各種ハウス）
採択要件　○おおむね３, ０００平方㍍以上とし、共同利
　　　　　　用性の確認が図られるもの

○園芸産地活性化プラン（品種等）に位置づけ
られていること（水稲作に係る機械・施設お
よび茶防霧施設の整備を除く。）

※このほか、導入する施設等によっては個別に要件があり
ます。

産地づくり対策事業 （省力機械等の整備） 
事業内容　栽培施設・省力化機械等の整備
　　　　　大型防除機・チッパー（樹木粉砕機）・乗用草
　　　　　刈り機等

産地づくり対策事業 （土づくり用施設・機械の整備）

事業内容　簡易堆肥舎、堆肥散布機、深耕用機械

活動火山周辺地域防災営農対策事業
降灰防止降灰除去施設等整備事業

（県補助事業）
下記事業に共通する採択要件等
事業主体　営農集団（３戸以上）であること。
１地区当たりの総事業費が、５０万円以上であること。
補助率　　事業費に対し県１０分の６．５以内
締切日　　４月２７日
参考資料　経営面積概況・カタログ・見積書
畑地かんがい施設設備事業

事業内容　水源施設、貯水施設、送水施設、排水・散水施設
採択要件　受益面積は、おおむね１. ５ha 以上とする。

降灰地域茶安定対策事業
事業内容　茶生葉洗浄施設、摘採前洗浄機（施設）
採択要件　受益面積は、おおむね１. ５ha 以上とする。

降灰地域たばこ安定対策事業
事業内容　たばこ洗浄施設
採択要件　受益面積は、おおむね１. ５ha 以上とする。

降灰地域野菜安定対策事業
事業内容　被覆施設、洗浄施設
採択要件　受益面積は、おおむね３, ０００平方㍍以上とする。

ただし、露地野菜を対象とする洗浄施設にあっては、
１. ５ha 以上とする。

降灰地域花き安定対策事業
事業内容　被覆施設
採択要件　受益面積は、おおむね３, ０００平方㍍以上とする。

降灰地域果樹安定対策事業
事業内容　被覆施設
採択要件　受益面積は、おおむね３, ０００平方㍍以上とする。

降灰地域飼料作物確保対策事業
事業内容　サイロ、乾燥施設、飼料作物収穫調製用等機械施設
採択要件　受益面積は、おおむね１. ５ha 以上とする。

　

温
暖
な
気
候
を
生
か
し
た
早
掘

り
た
け
の
こ
の
生
産
振
興
の
た

め
、
竹
林
改
良
・
管
理
路
の
整
備

を
さ
れ
る
方
に
、
県
で
定
め
た
標

準
経
費
の
半
額
を
助
成
し
ま
す
。

　

助
成
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

　

５
月
２
日
（
水
）

申
込
方
法

　

本
庁
農
林
水
産
課
お
よ
び
高
尾

　

野
支
所
・
野
田
支
所
の
産
業
建

　

設
課
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に

　

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
申
し

　

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
農
林
水
産
課

　
（
☎
�
４
０
５
７
）

　

高
尾
野
支
所
産
業
建
設
課

　
（
☎
�
５
４
２
３
）

　

野
田
支
所
産
業
建
設
課

　
（
☎
�
４
８
１
６
）

竹
林
改
良
経
費
を
助
成

　

森
林
法
改
正
に
よ
り
、
今
年
４

月
以
降
に
森
林
の
土
地
の
所
有
者

と
な
っ
た
方
は
市
町
村
長
へ
の
事

後
届
け
出
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

届
け
出
対
象
者

　

個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買

　

や
相
続
等
に
よ
り
森
林
の
土
地

　

を
新
た
に
取
得
し
た
方
は
、
面

　

積
に
関
わ
ら
ず
届
け
出
を
し
な

　

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。た
だ
し
、

　

国
土
利
用
計
画
法
に
基
づ
く
土

森
林
所
有
者
届
出
制
度
が
ス

タ
ー
ト

　

地
売
買
契
約
の
届
け
出
を
提
出

　

し
て
い
る
方
は
対
象
外
で
す
。

届
け
出
期
間

　

土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か

　

ら
90
日
以
内
に
、
取
得
し
た
土

　

地
の
あ
る
市
町
村
の
長
に
届
け

　

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
事
項

　

届
け
出
書
に
は
、
届
け
出
者
と

　

前
所
有
者
の
住
所
氏
名
、
所
有

　

者
と
な
っ
た
年
月
日
、
所
有
権

　

移
転
の
原
因
、
土
地
の
所
在
場

　

所
・
面
積
と
と
も
に
、
土
地
の

　

用
途
等
を
記
載
し
ま
す
。
添
付

　

書
類
と
し
て
、
登
記
事
項
証
明

　

書
（
写
し
も
可
）
ま
た
は
土
地

　

売
買
契
約
書
な
ど
権
利
を
取
得

　

し
た
こ
と
が
分
か
る
書
類
の
写

　

し
、
土
地
の
位
置
を
示
す
図
面

　

が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
農
林
水
産
課

　
（
☎
�
４
０
５
７
）

　

県
北
薩
地
域
振
興
局
林
務
水
産

　

課
出
水
市
駐
在

　
（
☎
�
５
９
１
５
）

　　

平
成
24
年
度
労
働
基
準
監
督
官

採
用
試
験
が
次
の
と
お
り
実
施
さ

れ
ま
す
。

受
験
資
格

○
昭
和
57
年
４
月
２
日
～
平
成
３

　

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

○
平
成
３
年
４
月
２
日
以
降
の
生

　

ま
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
者

①
大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び
平

　

成
25
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒

　

業
す
る
見
込
み
の
者

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同

　

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者

試
験
の
程
度　

大
学
卒
業
程
度

試
験
区
分
お
よ
び
採
用
人
数　
　

○
労
働
基
準
監
督
Ａ
（
法
文
系
）

　

約
１
１
５
人

○
労
働
基
準
監
督
Ｂ
（
理
工
系
）

　

約
25
人

１
次
試
験
日

　

６
月
10
日
（
日
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
受
付
期
間　
　

　

４
月
２
日
（
月
）
９
時
～
同

　

12
日
（
木
）
受
信
有
効

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド

レ
ス　

　

http://w
w

w
.jinji-shiken.　

　

go.jp/juken.htm
l/

申
込
方
法

　

原
則
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　

ト
申
し
込
み
を
ご
利
用
く
だ
さ

　

い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込

　

み
が
で
き
な
い
場
合
は
、
鹿
児

　

島
労
働
局
総
務
課
人
事
係
に
お

　

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
労
働
局
総
務
課
人
事
係

（
☎
０
９
９
―
２
２
３
―

８
２
７
５
）

　人・農地プラン（地域農業マスタープラン）

等説明会を開催

　国は、農業者の高齢化や後継者不足、耕作放棄地の
増加など「人と農地の問題」を解決するために、平成
２４年度から支援策を講じていくこととしています。
　市では、これらの支援策の活用を希望される方を対
象に説明会を開催します。

日　時　４月１７日（火）　午後１時３０分
場　所　市中央公民館　小ホール
内　容　人・農地プランについて
　　　　農地利用集積協力金について
　　　　青年就農給付金について　
問い合わせ先

　本庁農林水産課
　（☎６３−４０５５・☎６３−４０５６）

労
働
基
準
監
督
官
採
用
試
験

開
催
場
所　

働
く
婦
人
の
家
（
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
）

対

象

者　

女
性
（
市
内
に
居
住
ま
た
は
市
内
に
勤
務
） 

定
　
　
員　

各
20
人
（
お
し
ゃ
れ
ネ
イ
ル
は
各
コ
ー
ス
16
人
） 

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
締
切
日
の
翌
日
、
公
開
で

抽
選
を
行
い
ま
す
。

申
込
締
切　

４
月
23
日
（
月
）

※
「
お
し
ゃ
れ
ネ
イ
ル
」
の
夏
コ
ー
ス
は
６
月
か
ら
募

集
を
開
始
し
、　

締
切
日
は
６
月
20
日
（
水
）

申
込
方
法　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申

込

先　

働
く
婦
人
の
家
（
☎
�
２
１
８
５
）

母の日に贈る「デコレーション
フラワーアレンジ」講座

　カーネーションの造花やリボンを使って、鮮
やかさが続く素敵なアレンジメントを作りまし
ょう
◆開 講 日　　５月９日（水） 
◆開講時間　　午後１時 30 分～同３時 30 分 
◆講　　師　　窪田　ゆかり　氏
　　　　　　　（デコレーションフラワー作家）
◆受 講 料　　材料代　１, ５００円 

働
く
婦
人
の
家
講
座
に
参
加
し
よ
う

コアトレーニング講座
　身体の内側の筋肉を鍛えて美しい姿勢を目指
しましょう。
◆開 講 日　５月から毎週火曜日（計 10 回） 
◆開講時間　午前 10 時～正午  
◆講　　師　堤下 　武　氏

ヒーリングヨガ講座
　ゆったりとした音楽と共にヨガを学ぶ初心者
向けコースです。
◆開 講 日　５月から毎週金曜日（計 10 回） 
◆開講時間　午後８時～同 10 時  
◆講　　師　花田 　美代子　氏

おしゃれネイル講座
　爪の手入れ法や、ネイルチップの作り方など
を実技を交えて学びます。
◆開 講 日　春コース
　　　　　　５月から毎週木曜日（計５回）
　　　　　　夏コース
　　　　　　７月から木曜日（計５回）
◆開講時間　午後１時 30 分～同３時 30 分 
◆講　　師　山下　 幸子　氏
◆受 講 料　材料代  

ヘルシー家庭料理講座
　和・洋のメニューで健康的な食生活を！
◆開 講 日　５月から第２・４金曜日
　　　　　　（計 10 回）
◆開講時間　午前 10 時～午後１時  
◆講　　師　内田　多美子　氏
◆受 講 料　材料代  

名護新鮮おさかな市開催
（第２土曜日）

４月14日（土）午前11時　　名護漁港
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未
成
年
者
の
飲
酒
防
止

　

あ
な
た
の
身
近
に
未
成
年
で
飲

酒
を
し
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん

か
？
今
回
は
、
未
成
年
者
の
飲
酒

が
身
体
に
及
ぼ
す
影
響
を
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

　

健
康
い
ず
み
21
の
小
・
中
・
高

生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
、
小

学
生
11
・６
㌫
、
中
学
生
22
・７
㌫
、

高
校
生
53
㌫
が
、「
飲
酒
経
験
が
あ

る
」と
答
え
て
い
ま
す
。
飲
酒
経
験

の
き
っ
か
け
は
、「
大
人
か
ら
お
酒

を
勧
め
ら
れ
た
」と
い
う
回
答
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

成
長
期
に
あ
る
未
成
年
者
が
お

酒
を
飲
む
と
、
脳
の
働
き
が
悪
く

な
り
、
記
憶
力
や
判
断
力
・
思
考

力
を
低
下
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
骨
の
成
長

を
悪
く
す
る
た
め
、
身
長
の
伸
び

を
悪
く
し
て
し
ま
い
ま
す
。
肝
臓

の
働
き
が
未
熟
で
、
う
ま
く
ア
ル

コ
ー
ル
を
分
解
す
る
こ
と
が
で
き

ず
、
肝
臓
も
悪
く
し
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
し
て
、
お
酒
を
飲
む
こ
と

に
よ
る
性
格
の
変
化
や
危
険
行
動

で
、
人
間
関
係
が
悪
く
な
っ
た
り
、

事
故
を
起
こ
し
た
り
し
か
ね
ま
せ

ん
。
さ
ら
に
、
若
い
う
ち
に
飲
酒

す
る
と
自
分
で
抑
え
る
こ
と
が
難

し
く
な
り
、
将
来
、
ア
ル
コ
ー
ル

依
存
症
に
な
る
リ
ス
ク
も
高
ま
り

ま
す
。
ま
た
、
飲
み
方
や
適
量
を

知
ら
ず
、
短
時
間
に
多
量
な
飲
酒

を
す
る
と
、
急
性
ア
ル
コ
ー
ル
中

毒
に
な
り
、
死
に
至
る
事
故
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
危
険
を
防

ぐ
た
め
に
、
未
成
年
の
う
ち
か
ら

飲
酒
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

　

未
成
年
者
の
飲
酒
は
、「
未
成
年

者
飲
酒
禁
止
法
」と
い
う
法
律
で
禁

止
さ
れ
て
お
り
、
未
成
年
者
本
人

だ
け
で
は
な
く
、
周
囲
の
大
人
や

お
酒
を
販
売
す
る
人
も
罰
せ
ら
れ

ま
す
。
未
成
年
者
は
、
飲
酒
を
勧

め
ら
れ
た
ら
、
き
っ
ぱ
り
と
断
り

ま
し
ょ
う
。
大
人
は
、
未
成
年
に

お
酒
を
勧
め
な
い
よ
う
に
し
、
ア

ル
コ
ー
ル
が
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い

て
子
ど
も
と
話
し
合
う
機
会
を
作

り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
未
成
年
者

に
お
酒
を
販
売
し
な
い
よ
う
に
し
、

未
成
年
者
が
飲
酒
し
て
い
た
ら
注

意
し
ま
し
ょ
う
。
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　株式会社ツジテックは、有限会社辻産業（昭
和21年創業）併設部門として昭和４７年高尾
野町柴引で電子部品加工・製造業を開始。そ
の後半導体需要の高まりに伴い本体有限会社
辻産業より独立分社化して平成４年から現在
地に移り操業されています。
　会社を支える人々の物心両面の幸福を追い
求めると共に会社の存続と発展に努め、地域
社会発展の一助となればとの思いで全社挙げ
て頑張っているそうです。
　業種柄、国内外の経済状況に即左右されや
すいので思うにまかせないけれど、不況の時
こそお客さま第一の信念に徹し、より高品質
を提供することで信頼を確保したいというこ
とでした。

事業概要：電子部品製造
主要品目： ＩＣパッケージ
創　　業： 1972（昭和47）年4月
資 本 金：2000万円
従業員数：230人（本年2月現在）
所 在 地：出水市高尾野町唐笠木301番地
連 絡 先：（0996）82−0200

事業概要：惣菜・米飯・にぎり寿司製造
主要品目：サラダ・弁当・巻寿司・にぎり寿司
創　　業：1987（昭和62）年7月
資 本 金：980万円
従業員数：44人（本年２月末現在）
所 在 地：出水市黄金町791番地
連 絡 先： （0996）63−0588

　有限会社よしだフードでは、一つ一つ手
造りのお惣菜・お弁当から、お正月やクリス
マスなどお客さまのシーンに合わせたオード
ブルを製造しています。
　また、さまざまな厨房機器を取り入れ、作
業効率を上げ、より速くより多くの品をお客
さまに届ける努力や真空調理などを行い、食
品の鮮度・美味しさを保った、安心安全な商
品づくりにも力を入れています。
　食の安心・安全は当たり前のことと再確認
し、これからもお客さまに喜ばれる商品づく
りを続けていきますと話されていました。

株式会社　ツジテック
品質を誇れる企業に明日はある

食の安心・安全
有限会社　よしだフード
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「
株
必
勝
法
」や「
パ
チ
ン
コ
攻

略
法
」な
ど
、
雑
誌
な
ど
の
広
告

媒
体
で
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
が
売
ら

れ
て
い
ま
す
が
、
ネ
ッ
ト
上
で
売

ら
れ
て
い
る
情
報
を「
情
報
商
材
」

と
呼
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
中

に
は
悪
質
な
情
報
商
材
や
複
雑
な

シ
ス
テ
ム
に
よ
り
購
入
者
が
被
害

に
遭
う
ケ
ー
ス
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
情
報
商
材
の
問
題
点
を
挙

げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
購
入
す
る
ま
で
内
容
が
不
明

　

こ
の
情
報
は
、
そ
の
デ
ー
タ
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
方
法
で
渡
さ

れ
る
こ
と
が
多
く
、「
返
品
」と
い

う
概
念
に
な
じ
み
に
く
い
と
い
う

問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

内
容
を
確
認
す
る
と「
既
知
の
内

容
だ
っ
た
」「
大
し
た
情
報
で
は
な

か
っ
た
」と
い
う
こ
と
で
返
金
を

求
め
て
も
、
応
じ
て
も
ら
い
難
い

実
情
が
あ
り
ま
す
。

②
過
剰
な
宣
伝
広
告

　

こ
の
情
報
は
、「
成
功
談
」に
始

ま
り
、「
３
日
間
の
み
」「
失
敗
し

た
ら
全
額
返
金
」な
ど
と
い
う
過

剰
な
宣
伝
が
特
徴
的
で
、
見
る
者

を
そ
の
気
に
さ
せ
ま
す
が
、
実
際

に
本
当
か
ど
う
か
は
不
明
で
、
虚

偽
の
広
告
で
あ
る
可
能
性
も
十
分

に
あ
り
ま
す
。

⚠
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　

情
報
に
過
度
な
期
待
を
持
た
な

い
こ
と
で
す
。
特
に「
簡
単
に
儲

か
る
」「
す
ぐ
に
健
康
に
な
る
」と

い
う
情
報
や
方
法
は
、
普
通
に
考

え
て
も
、
ま
ず
あ
り
え
ま
せ
ん
。

日
ご
ろ
か
ら
ネ
ッ
ト
上
の
過
剰
な

広
告
に
惑
わ
さ
れ
な
い
心
が
け
が

必
要
で
す
。

※
消
費
生
活
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

　

は
、
出
水
市
消
費
生
活
セ
ン
タ

　

ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

情
報
商
材
の
問
題
点

【消費生活相談員の相談日時と場所】
○月・火・木・金曜日

午前９時30分～午後４時
（正午から午後１時までを除く）
本庁市民生活課内（☎63−6203 内線135）
○水曜日

午前９時30分～正午
野田支所市民福祉課内（☎63−2111 内線741）
○水曜日

午後１時30分～同４時
高尾野支所市民福祉課内（☎63−2111 内線453）

　

学
生
納
付
特
例
制
度
は
、所
得

が
無
い
学
生
の
方（
本
人
の
所
得

が
一
定
以
下
の
学
生
が
対
象
）が
、

将
来
、年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
る
こ
と
や
、不
慮
の

事
故
等
に
よ
り
障
害
が
残
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
に
、障
害
基
礎
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る

こ
と
等
を
防
止
す
る
た
め
、本
人

の
申
請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

▼
対
象
と
な
る
学
生
は
、大
学（
大

学
院
）、短
期
大
学
、高
等
学
校
、高

等
専
門
学
校
、専
修
学
校
お
よ
び

修
業
年
限
が
１
年
以
上
の
課
程
で

あ
る
各
種
学
校
等
に
在
学
す
る
学

生（
夜
間
・
定
時
制
課
程
お
よ
び
通

信
課
程
も
含
み
ま
す
）で
す
。

▼
学
生
納
付
特
例
制
度
の
承
認
を

受
け
た
期
間
は
、老
齢
基
礎
年
金
、

障
害
基
礎
年
金
、遺
族
基
礎
年
金

を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
受
給

資
格
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
。た
だ

し
、老
齢
基
礎
年
金
額
に
は
算
入

さ
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、学
生
納
付
特
例
が

承
認
さ
れ
た
期
間
の
保
険
料
は
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
、古
い
期
間
か

ら
順
に
納
付（
追
納
）が
可
能
で
す
。

た
だ
し
、承
認
を
受
け
た
年
度
の

翌
年
度
か
ら
起
算
し
て
、３
年
度

目
以
降
は
、当
時
の
保
険
料
に
一

定
の
金
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

▼
手
続
き
に
は
印
鑑（
本
人
が
署

名
す
る
場
合
は
不
要
）、学
生
証
ま

た
は
在
学
証
明
書（
写
し
で
も
可
）、

退
職（
失
業
）し
た
方
が
申
請
を
行

う
と
き
は
、退
職（
失
業
）し
た
こ

と
を
確
認
で
き
る
書
類（
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
ま
た
は
離
職
票

等
の
写
し
）が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、出
水
市
へ
転
入
し
て
こ

ら
れ
た
方
は
、前
居
住
地
の
前
年

ま
た
は
前
々
年
の
所
得
額
証
明
書

が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
請
は
毎
年
度
必
要
で
す
。

　

平
成
24
年
２
月
中
旬
ま
で
に
学

生
納
付
特
例
を
承
認
さ
れ
て
、４

月
以
降
も
同
じ
学
校
に
在
学
予
定

の
方
は
、３
月
下
旬
に
日
本
年
金

機
構
か
ら「
学
生
納
付
特
例
申
請

書（
ハ
ガ
キ
）」が
郵
送
さ
れ
ま
す
。

必
要
事
項
を
記
入
・
押
印
の
う
え

期
限
内
に
返
送
し
て
い
た
だ
く
だ

け
で
申
請
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、在
学
す
る
学
校
な
ど

を
変
更
さ
れ
た
方
は
再
度
手
続
き

が
必
要
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
　

▽
本
庁
市
民
生
活
課
住
民
年
金
係

▽
高
尾
野
支
所
市
民
福
祉
課

▽
野
田
支
所
市
民
福
祉
課

　
（
☎
�
２
１
１
１
）

開 催 日　　５月１７日（木）
開催時間

　午前９時40分～正午
　午後１時～同３時40分
開催場所　　本庁　３階大会議室
内　　容

　国民年金・厚生年金の手続き等
相 談 員　　川内年金事務所職員
予約受付期間

４月２０日（金）～５月１０日（木）
（土日祝日を除く午前８時30分～午後５時）
予約申込先

　本庁市民生活課　住民年金係
　（☎63−2111　内線147･148）
※４月19日開催の年金相談については広報いずみ３月号を
ご覧ください。

出水地区年金相談所を開設
（完全予約制）

４
月
は
学
生
納
付
特
例
の
切
り
替

え
時
期
で
す

広報いずみ 2012（平成 24 年）４月23

発生件数 死　者 負 傷 者

出 水 市 ２３件
（−６）

１人
（＋１）

３０人
（−５）

平成24 年
の 累 計

４２件
（− 11）

１人
（＋１）

５２人
（− 12）

※　（　 ）内の数字は前年同月比

交通事故発生状況
出水警察署管内（２月 1 日〜同 29 日）

平成23年中（１月～12月）
の刑法犯の罪種別発生数 出

水
市
の
安
全
・
安
心

４月６日(金)～２０日(金)
期間中、市内各地で地域安全運動キャンペーンが
実施されます
運動の重点
⑴　子どもと女性の犯罪被害防止
⑵　万引き・自転車盗の防止
⑶　振り込め詐欺をはじめとする特殊詐欺の被害

防止  

４月６日(金)～１５日(日)
「子どもと高齢者の交通事故防止を運動の最重点
として取り組まれます。
運動の重点
⑴　すべての座席のシートベルト・チャイルド

シートの正しい着用の徹底
⑵　早朝、夕暮れ時、夜間における交通事故防止
⑶　自転車の安全利用の推進
⑷　飲酒運転の根絶
⑸　交差点における交通事故防止

新
しん

入
にゅう

園
えん

・入
にゅう

学
がく

の みなさん
 おめでとうございます

道
どう

路
ろ

に飛
と

び出さないでネ！

平成 23 年　犯罪発生数 大幅減
　左表および下のグラフのとおり犯罪認知件数は、４７
件減少しました。

窃盗が85㌫を占めています
　２２４件中１９１件が窃盗です。
　犯罪数を抑えるには、泥棒を防ぐことが重要なポイント

であると考えられます。

窃盗191件の手口は
　侵入盗が５９件（昨年比　＋14件）
　　　　（空き巣、事務所・出店荒し等） 
　非侵入盗が１０１件（昨年比　−40件）
　　　　（万引き、自販機狙い、車上狙い、賽銭ねらい等）  

乗物盗が３１件（昨年比　−18件）
　　　　（自転車盗、オートバイ盗、）
※中でも２０件を越えているのが空き巣、車上
　狙い、万引き、自転車盗です。

泥棒の被害に遭わないために
              　　　～今すぐにできる防犯対策～

 ▽ちょっとの外出でも確実な施錠
 ▽留守と見抜かれない工夫
　　　（留守でもライトやラジオをつける等） 
 ▽自転車・オートバイは、ワイヤーロックで二重ロック
　　　（ほぼ確実に被害は防止できます）

出水市防犯協会 63−1500

罪　 種 件 数 前年比

凶

悪

犯

殺　人 ０ ０

強　盗 １ ＋１

放　火 １ ＋１

強　姦 ０ －１

計 ２ ＋１

粗

暴

犯

暴　行 ８ ±０

傷　害 ６ ＋２

脅　迫 ３ ±０

恐　喝 ０ ０

計 １７ ＋２

窃 盗 １９１ －４４

知

能

犯

詐　欺 ４ ±０

横　領 ０ ０

偽　造 ０ ０

その他 ０ ０

計 ４ ±０

風 俗 犯 ２ ±０

そ の 他 ８ －６

総 数 ２２４ －４７
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読書活動に関する問い合わせ先
      読書推進課
       ☎ 63‒4121

　「読書活動日本一のまちづくり」事業は、平成２４年度
で６年目を迎えます。これまで子どもだけでなく大人も一
緒に、また、家庭・地域・学校・行政・図書館等と一体と
なった読書活動を進めてきましたが、このたび、市民全員
で読書活動に取り組むため、「市民読書の日」を定めました。
　毎月第３土曜日は、青少年健全育成の日とあわせ、自治
会・子ども会において読書活動を取りいれたり、家庭では

テレビを消して家族全員で本を読んでみませんか。

◆たとえば、こんな活動はいかがでしょうか？◆
　　・子ども会で上級生が下級生に読み聞かせをする。
　　・読書ボランティアグループに読み聞かせを依頼する。
　　・子ども会の行事の前や終了後に、読書の時間を設ける。
・子ども会だけでなく、老人会の方もいっしょに紙芝居や朗読
を楽しむ。

　　・子ども会や老人会で図書館訪問を行う。
　　・家族で面白かった本やおすすめの本についての話をする。
　　・家族で図書館に出かける。

　こどもたちにもっと本を、こ
どもたちにもっと本を読む場所
をとの願いから、「こどもの読
書週間」は１９５９年（昭和
３４年）に誕生しました。

　幼少の時から書物に親しみ、読書の喜びや楽しみを知り、物ごとを正しく判断す
る力をつけておくことが、こどもたちにとってどんなに大切なことか……。こども
に読書を勧めるだけでなく、大人にとってもこどもの読書の大切さを考えるとき、
それが「こどもの読書週間」です。

自治会や家庭で、工夫をこらして読書の時間を作り、本を囲んで
楽しいひと時を過ごしてください。

「君と未来をつなぐ本」
 　　　　　2012・第 54 回こどもの読書週間

４／２３～５／１２

開 館 時 間 ４月の休館日

中央図書館
（☎ 63-2105）

平日
　午前 9 時～午後 8 時
土曜・日曜日
　午前 9 時～午後 6 時

16 日
高尾野図書館

（☎ 82-5452）
午前 9 時～午後 6 時 20 日野田図書館

（☎ 84-3100）

ステーション名 運行時間
運行日

４ 月

第１・３

火曜日

西之口団地自治公民館 10：00～10：20 ３日
17日鹿島自治公民館 15：10～15：40

第２・４

火曜日

千本付団地広場 10：00～10：20
10日

24日

平和団地集会室 10：30～10：50
鹿島住宅広場 14；20～14：40
茶円堀団地広場 14：45～15：05
ラ・フォンテいずみ 15：15～15：35

第１・３

水曜日

江内北部コミュニティーセンター 9：40～10：00
４日

18日

東辺田自治公民館前 10：10～10：30
尾野島浜自治公民館 10：45～11：05
江内配本所（カントリーコア） 14：05～14：25
ウッドタウン自治公民館 14：40～15：00

第２・４

水曜日

元町自治公民館 9：50～10：10 11日
25日今釜西自治公民館 10：20～10：40

第１・３

木曜日

鶴亀タウン 9：40～10：00 ５日
19日米ノ津駅前広場 10：10～10：30

福ノ江自治公民館 10：45～11：05

第２・４

木曜日

受口自治公民館 10：40～11：00 12日

26日

屋地自治公民館 14：10～14：30
熊野神社前 14：40～15：00
菅原神社（荘上・荘下） 15：15～15：35

第１・３

金曜日

栗毛野自治公民館 9：40～10：00 ６日
20日江川野自治公民館 10：10～10：30

内野々下自治公民館 10：45～11：05
第２・４

金曜日

鶴水園 14：10～14：40 13日
27日加紫久利住宅広場 14：55～15：15

＜開館時間・休館日＞

＜平成 24 年４月　移動図書館運行表＞

新しい本の紹介（予定）新しい本の紹介（予定）

４ 月のおはなし会・親子読書会

中央図書館

おはなしのへや
（毎週水曜日）

４日、11日、18日、25日
午後４時～

だっこＤＥえほん 28日（土）午前10時～

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

２日、９日、16日、23日
午後４時～

親子読書教室 
「すくすく」

10日（火）、24日（火）
午前10時30分～

野田図書館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

５日、12日、19日、26日
午後４時～

だっこＤＥえほん ５日（木）午前10時30分～

　【一般書】

『植物図鑑』
　　　　　　有川　浩　著
　　　　　　　　角川書店
　楽しい道草がおいしいも
のになったり、二人の恋に
なったり・・。意外に本の
中に出てくる料理に興味を
もち、山菜採りもしたくな
るような。たまには散歩し
て、道草を大いに楽しんで
みるのもいいなあーという
気持ちにさせられる本でし
た。
　相手がいると、なお楽し
み倍増になるかもしれませ
ん・・！

　　【児童書】

『いつでも会える』
　　　　菊田　まり子　作
　　　　　　　学習研究社

　もう十年前に出版された
かわいい表紙の本！今でも
心に残っている絵本です。
　飼い主のみきちゃんを突
然失い、さびしい日々を送
る犬のシロ。いつでも大切
な人は、心の中に生きてい
るという思いにあたたかさ
を感じ、涙が出そうになり
ました。

≪幼児・小学生≫

●「やまねこのおはなし」　　　　　どい　かや　作
●「ぞうはどこへいった？」　　　　五味　太郎　作・絵
●「ふじさんファミリー」　　　　　みやにし　たつや　作・絵
●「ようちえんが　ばけますよ」　　内田　麟太郎　文
●「しょうがっこうへ　いこう」　　斉藤　洋　作
●「ボンはヒーロー」　　　　　　　わたなべ　ゆういち　作・絵
●「とっておきのはいく」　　　　　村上　しいこ　作
●「ぼくのきしゃポッポー」　　　　市川　里美　作・絵
●「おめでた　こぶた」　　　　　　アリソン・アトリー　作
●「としょかんねこ、デューイ」　

ヴィッキー・マイロン、ブレット・ウィター　作
・・・等

≪中学生・高校生≫

●「狼ばば様の話」　　　　　　　柏葉　幸子　著
●「月までサイクリング」　　　　ティモ・パルヴェラ　作
●「かなと花ちゃん」　　　　　　富安　陽子　作

・・・等
≪一般≫

●「エンプティスター」　　　　　　　　大崎　善生　著
●「マツリカマジョルカ」　　　　　　　相沢　沙呼　著
●「荻窪シェアハウス小助川」　　　　　小路　幸也　著
●「魔法飛行」　　　　　　　　　　　　川上　未映子　著
●「サムライ千年やりました」　　　　　岩井　三四二　著
●「散り椿」　　　　　　　　　　　　　葉室　麟　著
●「一石二鳥の敵討ち　半次捕物控」　　佐藤　雅美　著
●「晴天の迷いクジラ」　　　　　　　　窪　美澄　著
●「途方もなく霧は流れる」　　　　　　唯川　恵　著
●「あなたの本」　　　　　　　　　　　誉田　哲也　著
●「朝の霧」　　　　　　　　　　　　　山本　一力　著
●「幸せになる百通りの方法」　　　　　荻原　浩　著
●「地層捜査」　　　　　　　　　　　　佐々木　譲　著　
●「花酔い」　　　　　　　　　　　　　村山　由佳　著
●「降霊会の夜」　　　　　　　　　　　浅田　次郎　著

・・・等

　

童
話
作
家
と
し
て
活
躍
中
の
季
巳

明
代
（
本
名　

今
釜
凉
子
）
さ
ん
が
、

絵
本「
ひ
っ
こ
し
は
バ
ス
に
の
っ
て
」

（
季
巳
明
代
・
文
、
く
ぼ
た
ま
な
ぶ
・

絵
、
銀
の
鈴
社
）
を
出
版
し
、
市
内

の
公
立
保
育
園
・
幼
稚
園
、
小
学
校

お
よ
び
市
立
図
書
館
で
活
用
し
て
ほ

し
い
と
、62
冊
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
多
く
の
童
話
を
発
表

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ハ
ー
ド
カ
バ
ー

の
単
行
本
は
初
め
て
の
出
版
。

　

知
ら
な
い
ま
ち
に
引
っ
越
し
て
い

く
女
の
子
の
不
安
な
気
持
ち
を
優
し

く
描
い
た
作
品
で
、
心
温
ま
る
絵
本

で
す
。

絵
本
を
寄
贈季巳

明
代
さ
ん

毎月第３土曜日は

市民読書の日
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森
を
身
近
に
感
じ
て

シ
イ
タ
ケ
の
駒
打
ち

　身近にある森林や林業について楽しく学び、実際
に触れてみようと大川内小学校（大田寿校長）の全校
児童が２月９日、シイタケの駒打ちを体験しました。
　林業が盛んだった大川内地区の地域性を生かそう
と去年に続いて２回目の実施。
　昨年伐採したクヌギ約70本に、子どもたちは地元
の方の指導を受けながら一本ずつ丁寧にシイタケ菌
を植え付けました。

中
世
の
野
田
を
訪
ね
て

史
跡
め
ぐ
り
歩
こ
う
大
会

　２月19日、史跡めぐり歩こう大会を野田地域で開
催しました。雪交じりの天気でしたが、参加した
140人の市民は、熊陳馬場、亀井山城、感応寺など
の史跡を訪れ、約７㌔の道のりを歩きました。　
　感応寺では、ご住職のご厚意により、県の指定文
化財である千手観音像を近くで見学。参加者からは

「自分の住む地域にこのような貴重な文化財がある
ことを知りませんでした。」などの声もあり、郷土の
文化財に直接触れ合う良い機会となりました。

宮
本
隆
治
さ
ん
が
講
演

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
タ

海
上
自
衛
隊
掃
海
艇
が
入
港

米
之
津
港

　２月13日、海上自衛隊掃海艇３隻「ひらしま、や
くしま、たかしま」が、米之津港に入港しました。
　３隻の掃海艇は、海中の機雷除去を任務とし、機
雷掃討具などを装備する最新型の掃海艇。13日には
市長をはじめ多くの関係者が出席し、入港式典が開
催されました。また、停泊中の13日と14日は市民へ
一般公開され、多くの見学者が訪れていました。

交
和
電
気
産
業
が
大
賞

か
ご
し
ま
産
業
技
術
賞

　地域産業の技術の高度化と活性化を目的に、新製
品や新技術を開発し産業振興に寄与した県内企業に
贈られる「かごしま産業技術賞」の大賞に本市の交和
電気産業（藤井敏代表取締役社長）が選ばれました。
　同社は大型発光ダイオード（ＬＥＤ）照明の大型化
に不可欠な発生熱の放散技術を独自開発し、市場で
高い評価を得ています。
　２月24日、市長に受賞報告を行いました。

　
「
い
ず
み
親
子
ス
テ
ー
キ
ご
は
ん
」誕
生
１
周
年
を
記
念
し

て「
食
と
観
光
フ
ォ
ー
ラ
ム
ｉ
ｎ
出
水
」が
３
月
３
日
、
市
中

央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
い
ず
み
親
子
ス
テ
ー
キ
ご
は
ん
の
年

間
食
数
が
８
６
４
３
食
で
あ
っ
た
こ
と
や
い
ず
み
親
子
メ

ニ
ュ
ー
推
進
協
議
会
の
一
年
間
の
取
り
組
み
な
ど
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た「
食
に
よ
る
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
と
地
域
連
携

に
つ
い
て
考
え
る
」を
テ
ー
マ
に
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
も
行
わ
れ
、「
都
城
焼
き
肉
三
昧
炭
火
定
食
」や「
有
田
焼

五
膳
」と
の
九
州
チ
キ
ン
ご
当
地
グ
ル
メ
同
盟
の
提
案
や
水

俣
市
と
の
連
携
に
よ
り
、
お
互
い
の
観
光
や
グ
ル
メ
の
情
報

を
熊
本
県
や
鹿
児
島
県
に
発
信
し
た
い
な
ど
の
意
見
が
出
ま

し
た
。

　

い
ず
み
親
子
ス
テ
ー
キ
ご
は
ん
と
は
、
昨
年
２
月
26
日
に

デ
ビ
ュ
ー
し
た
新
・
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
ご
当
地
グ
ル

メ
。
鶏
肉
・
鶏
卵
の
生
産
額
が
全
国
２
位
で
あ
る
鶏
の
ま
ち

出
水
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
発
さ
れ
、
徹
底
的
に
地

元
産
食
材
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
現
在
市
内

６
店
舗
で
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

年間８６４３食を達成
いずみ親子ステーキごはん

　

２
月
26
日
、
市
中
央
公
民
館
で「
男
女
共
同
参
画
講
演
会

～
一
人
一
人
が
自
立
し
た
男
女
共
同
参
画
に
よ
る
豊
か
な
地

域
づ
く
り
～
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
、九
州
初
の
女
性
町
長（
元
福
岡
県
杷
木
町
長
）で
、

福
岡
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー「
あ
す
ば
る
」前
館
長
の
中

嶋
玲
子
さ
ん
を
お
招
き
し
、「
担
い
合
う
地
域
づ
く
り 

地
域

に
活
か
そ
う 
あ
な
た
の
力 

私
の
力
」と
題
し
て
、
男
女
共

同
参
画
の
基
本
的
な
内
容
か
ら
地
域
づ
く
り
の
こ
と
ま
で
、

ご
自
身
の
経
験
等
も
踏
ま
え
た
身
近
な
問
題
を
中
心
に
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
は
、
21
世
紀

の
我
が
国
の
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い

て
は
、
ま
だ「
女
性
の
問
題
」と
い
う
誤
解
や
思
い
込
み
が
多

い
が
、
女
性
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
男
性
も
同
じ
よ
う
に

考
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
で
き
る
人
が
で
き
る
こ

と
を
少
し
無
理
を
し
て
や
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
嶋
さ
ん
の
パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る
講
演
に
参
加
者
ら
は
引
き

込
ま
れ
、
元
気
を
も
ら
え
た
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
務
省
、
農
林
水
産
省
、
文
部
科
学
省
が
連
携
す
る「
子

ど
も
農
山
漁
村
交
流
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
推
進
を
目
的
と
し

た
セ
ミ
ナ
ー
が
２
月
21
日
、
市
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
小
学
生
の
民
泊
や
青
年
の
家

な
ど
の
宿
泊
施
設
で
の
１
週
間
程
度
の
宿
泊
体
験
を
通
し

て
、
人
間
性
や
社
会
性
を
育
成
し
、
受
け
入
れ
地
域
の
活
性

化
を
図
る
目
的
で
平
成
20
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
、
本
市
も
受
け
入
れ
地
域
と
し
て
登
録
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
九
州
新
幹
線
全
線
開
業
を
機
に
、
修
学
旅
行
で

の
農
家
民
泊
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
も
あ
り
、

学
校
関
係
者
や
農
家
民
泊
受
け
入
れ
家
庭
な
ど
約
１
３
０
人

が
参
加
。

　

本
市
に
修
学
旅
行
を
誘
致
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人「
環
不し
ら
ぬ
い

知
火

プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
」出
水
事
務
所
の
宮
田
成
男
所
長
が
こ
れ
ま

で
の
活
動
や
取
り
組
み
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

ま
た
実
情
に
詳
し
い
専
門
家
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
参
加
者
ら
は
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

男女共同参画の理解と認識を深める
講演会

農家民泊の推進にむけて
子ども農山漁村交流プロジェクトセミナー

　２月18日、文化会館で出水市生涯学習・福祉ボラ
ンティアフェスタが開催されました。
　アナウンサーとして活躍されている宮本隆治さん
の講演があり、笑いを交えながら話されていました。
　また会場では、ボランティア団体の活動紹介のパ
ネル展示や使わなくなった物を再利用するためのバ
ザー、おもちゃを無料で直すコーナーなどもあり、
多くの市民でにぎわいました。

ツ
ル
保
護
に
役
立
て
て

国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト

　国際ソロプチミスト出水（阿多彰子会長）が２月23
日、鹿児島県ツル保護会に対し寄付をされました。
　ツルの餌代、鳥インフルエンザの防疫などツル保
護に使ってもらいたいと本団体が毎年実施されてい
ます。
　このご厚意に対し、保護会の会長である渋谷市長
がお礼を述べました。
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国
を
衛
る
若
者
に
エ
ー
ル

自
衛
隊
新
入
隊
者
壮
行
会

　３月１日、市自衛隊父兄会、市防衛協会主催の自
衛隊新入隊者壮行会が開催されました。
　壮行会には、新入隊員５人とその保護者をはじめ、
市・自衛隊関係者が出席し、渋谷市長や髙崎市議会
議長らが激励のことばを贈りました。
　新入隊者を代表して宮田叶祥さんが「出水市の代
表であることを肝に銘じ、社会の一員として立派な
自衛官になれるよう一所懸命頑張りたい」と自衛官
としての決意を力強く述べられました。

盆ぼ
ん

点だ
て

で
お
も
て
な
し竹添

邸
　桃の節句に合わせて、公開武家屋敷竹添邸でひな
まつり盆点がありました。
　出水市もてなしの心育成協議会（宗像義政会長）が
主催。
　開催された３月３日、４日は週末ということもあ
り、市内外から多くの人が訪れ、ひな壇にきれいに
飾られたひな人形を眺めながらお茶を満喫していま
した。

自
分
だ
け
の
下
げ
飾
り

働
く
婦
人
の
家
講
座

　３月３日のひな祭りに合わせて、ひなまつりの下
げ飾り講座が働く婦人の家で開催されました。
　講座は２月から３月にかけて３回に渡って開催さ
れ、受講者らは、色とりどりの飾りを付けながら自
分だけの下げ飾りづくりに夢中になっていました。
　働く婦人の家ではさまざまな講座を行っており、
多くの女性が楽しく学んでいます。

癒
し
の
ピ
ア
ノ
演
奏

柴
藤
ひ
ろ
子
さ
ん

　作曲家・癒し系ピアノ演奏歌として活躍している
本市出身の柴藤ひろ子さんが市長を表敬訪問しまし
た。
　柴藤さんは昨年10月、出水市民大学の沖吉けい子
さんの講義で共演し、美しいピアノの音色で受講生
を魅了しました。
　今回、新たに発表し、昨年の市民大学で演奏され
た曲なども収録されたＣＤを市長に手渡しました。

本
場
の
落
語
を
楽
し
む

桂
歌
丸
　
三
遊
亭
円
楽
二
人
会

　桂歌丸・三遊亭円楽二人会を３月５日、市文化会
館で開催しました。
　落語界では第一線で活躍され、テレビなどにも多
数出演している２人ということもあり会場には多く
の市民が訪れました。
　江戸のやりとりをおもしろおかしく語り、訪れた
多くの市民が本場の落語を楽しみました。

県
書
道
展
で
受
賞

山
西
俊
子
さ
ん

　第64回県書道展で一般の委嘱作家大賞に山西俊子
さん（今釜西自治会）の作品が選ばれました。
　県内から31点の出品があり、２作品が受賞しまし
た。作品は行草書の漢文で、沈着な運筆で流れを自
然にまとめていると評価されました。山西さんは以
前も受賞しており、２回目の受賞となりました。
　３月２日、市長に受賞報告を行いました。

レ
リ
ー
フ
を
設
置

西
回
り
自
動
車
道

　南九州西回り自動車道の建設に伴い、工事が進め
られていた市道橋上線（野田町下名）の跨道橋がこの
たび完成しました。
　2月29日、野田小学校６年生８人の児童が卒業記
念として自分たちで描いた絵のレリーフと、橋梁銘
板が設置されました。
　

川
を
き
れ
い
に

野
田
地
域
河
川

火
災
ゼ
ロ
に
向
け
て

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　３月１日から７日までの春季全国火災予防運動期
間中、防火意識の高揚を目的にさまざまな取り組み
が行われました。
　初日には午前６時に、市内全域のサイレンを吹鳴
し消防団非常招集訓練、また防火広報パレードなど
も実施され、市民に対し火災予防の大切さを呼びか
けました。
　また、期間中は１人暮らしの高齢者宅への防火指
導を実施しました。

　２月26日、野田地域河川の一斉清掃が実施されま
した。
　この取り組みは身近にある川をみんなできれいに
しようと毎年実施されており、ボランティア清掃作
業としては出水クリーン作戦に次ぐ規模。
　作業には655人が参加。午前８時から約１時間半
かけ、川の中や周辺にあるごみの撤去に汗を流しま
した。

　２月25日、26日の２日間、高尾野多目的運動場で三
県少年サッカー大会が島原・天草・長島架橋建設促進
協議会の主催で開催されました。
　長島から熊本県天草を経由して長崎県の島原までを
橋でつなぎ、九州西岸の地域間交流・連携を図る三県
架橋構想を推進しようと各地域の子ども達がサッカー
で交流しました。
　鹿児島から４チーム長崎、熊本からそれぞれ２チー
ムが参加し、白熱した試合が展開されました。

県
境
を
越
え
た
交
流
を

三
県
少
年
サ
ッ
カ
ー
大
会

竹
刀
を
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出
水
地
区
対
八
代
市

　第45回八代市対出水地区親善剣道大会が２月26
日、野田体育館で開催されました。
　本大会は、剣道を通じ出水地区と八代市の親睦・
交流を深めると共に、心身の鍛練と相互の技術向上
を目的に毎年開催。
　今年の開催地は出水地区で出水地区２市１町、八
代市から各130人の剣士が、小学生の部から一般の
部までの５部門に分かれて、日頃の練習の成果を競
いました。

子
ど
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く

少
年
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合
唱
団

　出水市少年少女合唱団の定期演奏会が２月26日、
音楽ホールで開催されました。
　市内在住の小学校３年生から中学校３年生までの
15人で構成された合唱団が、美声で観客を魅了して
いました。
　また、市内で活動している男性コーラスグループ
や混声合唱団、野田っ子元気太鼓も出演し、にぎや
かな演奏会となりました。



　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は 21,200 部で市内のほぼ全世帯に配
布されますので、同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利
用ください‼　ただし、掲載可能な数に限りがありますので掲
載希望が多数の場合は、調整させていただきますのでご了承く
ださい。

【申込・問い合わせ先】
　　　本庁企画政策課秘書広報係
　　　☎ 0996−63−4120
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暮らしの情報暮らしの情報

当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。

※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時～午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時～正午）

４　　　　　月

日 医　療　機　関　名

１日（日）

［当］整形外科ばばぐちクリニック 整外科 六月田中 ☎64−8260

［当］しもぞのクリニック 内・胃腸科 石坂（出水） ☎63−8300

［当］内山病院 内・外・泌尿器科 阿久根市 ☎73−1551

［当］飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎88−5040

［児］出水総合医療センター 早馬 ☎67−1611

８日（日）

［当］ 出水病院 精神・内科 諏訪馬場 ☎62−0419

［当］ 鶴見医院 内・呼吸科 阿久根市 ☎73−0553

［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86−0054

［当・児］こどもクリニック永松 小児科 鹿島 ☎64−1500

15日（日）

［当］ 出水眼科 眼科 春日町 ☎62−8350

［当］ 境田医院 産婦・内・外科 天神（出水） ☎67−2600

［当］ 黒木胃腸科外科医院 胃腸・外科 阿久根市 ☎75−0200

［当］ 長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88−6405

［当・児］しみずこども医院 小児科 阿久根市 ☎68−0633

22日（日）

［当］ 福永内科循環器科 循環器・内科 向江 ☎62−8200

［当］ 喜多医院 内・外科 阿久根市 ☎72−0038

［当］ 平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88−2595

［当・児］キッズクリニック 小児科 向江 ☎63−7707

29日（日）

［当］ つかさとクリニック 内・神経内科 今釜西 ☎67−5560

［当］ いまむらクリニック 泌尿器科・内科 阿久根市 ☎73−1700

［当］ 飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎88−5040

［当・児］二宮医院 内・小児科 栄町 ☎62−0167

30日（月）

［当］ よう皮ふ科医院 皮膚科 鹿島 ☎63−1112

［当］ 東医院 内・外・胃腸科 六月田中 ☎67−1861

［当］ 門松医院 内・外科 阿久根市 ☎64−6100

［当］ 鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86−0054

［児］ 出水総合医療センター 早馬 ☎67−1611

水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局

期　　間

出　水　地　域 高尾野・野田地域

工 事 事 業 者 平　日
休日および平日の
　　午後５時以降

工事事業者 平　日
休日および平日の
　　午後５時以降

4月1日 北 薩 設 備 ☎62−6011

携帯電話
（090−7397−7898）

別府水道住宅設備 ☎84−2080

携帯電話
（090−7154−7490）

４月２日〜同８日 ことぶき電気設備 ☎62−0313 樋 口 電 設 ☎85−5901

４月９日〜同15日 道 添 建 設 ☎62−3833 ホクシン工建 ☎82−0612

４月16日〜同22日 川 島 工 建 ☎63−6685 宮 脇 建 設 ☎84−2231

４月23日〜同28日 出水合同電設 ☎62−0676 野 村 電 設 ☎82−3637

4月29日 司 工 業 ☎63−7485 柏 木 産 業 ☎82−1474

4月30日 岩 﨑 電 設 ☎62−1414 三 友 建 設 ☎82−0173

１日（日） ▼出水市消防団辞令交付式および規律訓練（午前８時30分・市総合運動公園多目的広場）

　　　　 ▼第23回いずみ桜まつり（午前10時・特攻碑公園）※３月31日から

21日（土）・22日（日） ▼高尾野地域「春の文化祭」（午前９時・高尾野農村環境改善センター）

29日（日） ▼第４回野間之関所まつりウォーキング大会（午前９時・野間之関跡）

　　　　 ▼春の自然まつり（午前９時・青年の家および市民の森）

４月の主な行事

４月１日 ４月29日

太 田 歯 科 ク リ ニ ッ ク 歯科 ☎84−4700 仲町（野田） 塩 山 歯 科 医 院 歯科 ☎62−2634 中町（出水）
フ タ ヤ 薬 局 ☎67−5253 六月田中 いまがま調剤薬局 ☎65−7550 今釜西
Ｄ・ＭＬ五万石薬局 ☎63−8800 野添（出水） ４月30日

４月８日 歯科
上 野 歯 科 医 院 歯科 ☎63−2306 西町 橋 口 歯 科 医 院 ☎63−2330 八幡（出水）
か し ま 薬 局 ☎63−3970 鹿島 あ す か 薬 局 ☎63−7322 鹿島

４月15日 あ じ さ い 薬 局 ☎67−2055 六月田下
久 木 田 歯 科 医 院 歯科 ☎73−0470 阿久根市
ク レ モ ア 薬 局 ☎63−5401 春日町
エ ン ジ ェ ル 薬 局 ☎65−7637 天神

４月22日

福 原 歯 科 医 院 歯科 ☎63−2501 上沖田
さ く ら 薬 局 ☎63−7700 向江町
か り ん 薬 局 ☎64−1400 向江町

※歯科医院診療時間　午前 8 時～正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63−0119）にお問い合わせください。
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２
月
25
日
か
ら
29
日
の
５
日
間
、
第
59
回
県
下
市
郡
対
抗

駅
伝
競
走
大
会
が
全
コ
ー
ス
53
区
間
５
８
８
・
６
㌔
の
コ
ー

ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

出
水
地
区
チ
ー
ム
は
、
一
般
選
手
と
高
校
生
の
力
が
バ
ラ

ン
ス
よ
く
か
み
合
い
、
昨
年
か
ら
総
合
タ
イ
ム
は
33
分
21
秒

短
縮
、
順
位
は
２
つ
上
げ
、
総
合
７
位
、
Ｃ
ク
ラ
ス
優
勝
を

成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　

大
会
２
、３
日
目
に
は
郷
土
を
力
走
し
、
沿
道
か
ら
の
多

く
の
声
援
に
応
え
る
健
脚
を
披
露
し
ま
し
た
。

出
水
地
区
チ
ー
ム
Ｃ
ク
ラ
ス
優
勝

県
下
一
周
駅
伝

【
総
合
順
位
】　

７
位　

【
ク
ラ
ス
別
】　

Ｃ
ク
ラ
ス
優
勝

【
躍
進
賞
】　

３
位

【
区
間
賞
】（
敬
称
略
）

　

坂
本
大
志（
鶴
翔
高
校
１
年
）

※
２
日
目（
２
区
）、
５
日
目（
１
区
）

【
新
人
賞
】（
敬
称
略
）　

　

柗マ
ツ

山ヤ
マ

航
平（
出
水
中
央
高
校
２
年
）

【
敢
闘
賞
】（
敬
称
略
）　　

　

池
脇
信
也（
出
水
市
消
防
本
部
）

　

巣
箱
を
利
用
す
る
鳥
は
、

木
の
穴
や
石
垣
の
す
き
間
な

ど
に
巣
を
作
る
習
性
を
も
っ

て
い
る
鳥
で
、
身
近
な
鳥
で

は
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
や
ヤ
マ

ガ
ラ
、
ス
ズ
メ
、
ム
ク
ド
リ

が
い
ま
す
。
繁
殖
期
に
な
る

と
巣
箱
の
中
に
木
の
枝
や
コ

ケ
な
ど
を
運
び
込
ん
で
巣
を

つ
く
り
、
そ
の
中
に
卵
を
産

ん
で
育
て
ま
す
。
鳥
に
と
っ

て
巣
は
子
ど
も
を
育
て
る
場

所
で
、
卵
や
ヒ
ナ
が
い
る
間

だ
け
使
い
ま
す
。
巣
箱
も
子

育
て
の
間
だ
け
利
用
さ
れ
る

の
で
、
冬
の
う
ち
に
巣
箱
を

か
け
て
お
く
と
春
か
ら
夏
に

か
け
て
鳥
の
子
育
て
が
観
察

で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

写
真
は
２
月
４
日
の「
巣

箱
作
り
」の
様
子
で
す
。
参

加
者
同
士
み
ん
な
で
協
力
し

て
製
作
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

４
月
、
春
と
言
え
ば
桜
で
す

よ
ね
。
満
開
の
桜
を
表
紙
写
真

に
す
る
ぞ
と
意
気
込
ん
だ
も
の

の
、
締
め
切
り
前
の
３
月
中
旬

に
は
桜
は
咲
い
て
い
な
い
。
ど

う
し
よ
う
と
悩
ん
で
い
る
と
、

ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
が
ソ
メ
イ
ヨ
シ

ノ
よ
り
早
く
開
花
す
る
と
聞
い

て
、
野
田
町
上
名
の
熊
陳
馬
場

に
カ
メ
ラ
片
手
に
行
っ
て
み
ま

し
た
。

　

撮
影
日
は
春
の
陽
気
で
汗
ば

む
ぐ
ら
い
で
、
景
観
整
備
の
一

環
で
地
元
の
協
力
の
も
と
植
え

ら
れ
た
桜
が
満
開
の
笑
顔
で
優

し
く
迎
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

厳
正
な
武
家
屋
敷
と
色
鮮
や

か
な
桜
っ
て
合
う
ん
で
す
よ
。

皆
さ
ん
が
表
紙
の
写
真
を
見
る

と
き
に
は
、
近
所
の
ソ
メ
イ
ヨ

シ
ノ
が
満
開
で
し
ょ
う
ね
。

『今月の問題』
　ナベツルは１回の繁殖で基本
的に何個の卵を産むでしょう。
　Ａ １個
　Ｂ ２個
　Ｃ ３個
☆答えはホームページか来月号で

（先月号の答えは
B 匂鳥（うぐいす）でした。） 




